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『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
八
一
（
一
八
一
）　

は
じ
め
に

ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
（
一
八
九
〇-

一
九
七
〇
）
は

二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
ト
ル
コ
学
研
究
者
と
し
て
、
ま
た
ロ
シ
ア

革
命
以
降
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
の
自
治
独
立
運
動
を
指

導
し
た
革
命
家
と
し
て
著
名
で
あ
る）

1
（

。
彼
は
今
な
お
重
要
な
研
究

対
象
と
し
て
み
な
さ
れ
、
そ
の
祖
国
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
（
現
在

は
ロ
シ
ア
連
邦
内
の
自
治
共
和
国
）
を
中
心
と
す
る
旧
ソ
連
圏
や

ト
ル
コ
を
中
心
に
、
新
た
な
研
究
が
世
に
出
さ
れ
続
け
て
い
る）

2
（

。

バ
シ
キ
ー
ル
人
研
究
者
の
マ
ル
ス
ィ
リ
・
フ
ァ
ル
フ
シ
ャ
ー
ト
フ

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
ト
ガ
ン
に
関
し
て
出
版
さ
れ
た
文
献
の
数

は
実
に
一
三
〇
〇
点
を
超
え
る
と
い
う）

3
（

。

特
に
近
年
で
は
サ
ラ
ヴ
ァ
ト
・
イ
ス
ハ
ー
コ
フ）

4
（

、
フ
ァ
ル
フ

シ
ャ
ー
ト
フ）

5
（

の
よ
う
に
、
文
書
館
資
料
や
私
蔵
文
書
を
利
用
し
て

一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
ト
ル
コ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ト

ガ
ン
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
目
を
引
く
。
自

身
も
ウ
ズ
ベ
ク
人
移
民
で
あ
る
ア
ハ
ト
・
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
は
、

関
係
者
か
ら
受
け
継
い
だ
豊
富
な
ム
ス
タ
フ
ァ
・
チ
ョ
カ
イ
（
一

八
九
〇-

一
九
四
一
））

6
（

関
連
資
料
を
駆
使
し
、
ト
ガ
ン
ら
亡
命
知

識
人
の
活
動
に
つ
い
て
浩
瀚
な
研
究
を
著
し
た）

7
（

。
ま
た
小
松
久
男

は
、
様
々
な
原
因
に
由
来
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を

彼
ら
の
自
称
で
あ
る
「
ム
ハ
ー
ジ
ル
」
と
し
て
ま
と
め
、
ト
ガ
ン

を
含
む
個
々
の
事
例
や
ソ
連
側
の
対
応
を
紹
介
し
て
い
る）

8
（

。

筆
者
は
ト
ル
コ
亡
命
（
一
九
二
五
）
以
降
に
お
け
る
ト
ガ
ン
の

活
動
と
そ
の
思
想
的
展
開
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
①
ア
ヤ

ズ
・
イ
ス
ハ
キ
ー
（
一
八
七
八-

一
九
五
四
））

9
（

ら
亡
命
タ
タ
ー
ル

人
と
の
対
立
、
②
亡
命
組
織
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
同
盟

T
ürkistan M

illî Birli ği: 

Ｔ
Ｍ
Ｂ
」
の
同
志
で
あ
っ
た
が
、
そ

『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン

の
文
化
観
と
そ
の
背
景

小　

野　

亮　

介



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

一
八
二

の
後
袂
を
分
か
っ
た
チ
ョ
カ
イ
ら
亡
命
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
と
の
対

立
、
③
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
ト
ル
コ
で
成
立
し
た
公
定
歴
史
学

「
ト
ル
コ
史
テ
ー
ゼ
」
へ
の
反
発
、
④
ク
ー
デ
タ
未
遂
容
疑
で
不

当
に
逮
捕
さ
れ
た
「
人
種
主
義
・
ト
ゥ
ラ
ン
主
義
裁
判
事
件
」

（
一
九
四
四-
四
五
）
を
主
要
な
分
岐
点
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

前
述
し
た
研
究
の
進
展
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
二
五
年
か
ら
の

約
一
〇
年
間
に
お
け
る
ト
ガ
ン
が
充
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は

言
い
難
い
。
筆
者
は
政
治
家
お
よ
び
研
究
者
と
し
て
の
両
側
面
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が）

10
（

、
従

来
の
研
究
は
Ｔ
Ｍ
Ｂ
機
関
誌
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
の
内
容
に
ま

で
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
従
っ
て
ト
ル
コ
史
研
究
者
と
し
て
の

ト
ガ
ン
と
そ
の
学
知
に
支
え
ら
れ
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
概
念
が
等
閑

に
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
を

主
な
分
析
対
象
と
し
、
さ
ら
に
上
記
①
の
視
点
を
交
え
つ
つ
、
彼

の
民
族
主
義
思
想
の
根
幹
と
な
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
化
観
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一　

 

Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
成
立
と
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
の

創
刊

（
一
）
Ｔ
Ｍ
Ｂ
概
略
史

本
章
で
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
民
族
同
盟
（
以
下
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
と
表

記
）
の
成
立
と
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
刊
行
に
至
る
過
程
を
、

ロ
シ
ア
革
命
後
に
お
け
る
ト
ガ
ン
の
活
動
と
共
に
確
認
し
て
お
き

た
い
。

Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
も
と
も
と
、
十
月
革
命
後
に
成
立
し
ト
ガ
ン
が
首
班

を
務
め
た
バ
シ
キ
ー
ル
自
治
政
府）

11
（

、
同
様
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部

に
成
立
し
た
自
治
政
権
ア
ラ
シ
ュ
・
オ
ル
ダ
お
よ
び
フ
ェ
ル
ガ
ナ

地
方
に
成
立
し
、
初
会
合
時
に
は
既
に
赤
軍
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て

い
た
旧
ト
ル
キ
ス
タ
ン
自
治
政
府
（
コ
ー
カ
ン
ド
自
治
体
）
の
三

者
に
よ
る
同
盟
構
想
に
端
を
発
す
る
（
一
九
一
八
年
夏
）。
一
九

一
九
年
に
バ
シ
キ
ー
ル
自
治
政
府
や
ア
ラ
シ
ュ
・
オ
ル
ダ
は
ボ
リ

シ
ェ
ビ
キ
側
へ
付
き
、
翌
年
の
会
合
で
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
ソ
ビ
エ
ト
や
第

三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
協
調
を
模
索
す
る
が
、
同
時
に
反

ソ
闘
争
の
組
織
化
に
も
着
手
す
る
。
そ
し
て
レ
ー
ニ
ン
と
の
関
係

破
綻
に
よ
っ
て
、
ト
ガ
ン
は
同
年
末
に
ブ
ハ
ラ
へ
逃
れ
た
。
一
九

二
一
年
初
頭
に
独
立
、
民
族
軍
、
世
俗
主
義
な
ど
七
か
条
の
共
通

綱
領
を
定
め
た
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
、
こ
の
年
の
夏
に
ト
ガ
ン
を
最
高
指
導

者
に
選
出
し
、
次
い
で
二
四
か
条
の
綱
領
や
民
族
旗
を
制
定
し
た
。

Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
主
に
、
ト
ガ
ン
ら
が
旗
あ
げ
た
社
会
主
義
的
「
エ
ル
ク

党
」
と
民
族
主
義
的
「
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ド
進
歩
主
義
者
党
」
か
ら
構

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
綱
領
を
有
し
て
い
た
。
同
時
に
ト

（
一
八
二
）　



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
八
三
（
一
八
三
）　

ガ
ン
は
ブ
ハ
ラ
・
サ
マ
ル
カ
ン
ド
地
域
で
反
ソ
・
ゲ
リ
ラ
運
動
で

あ
る
バ
ス
マ
チ
運
動
を
指
揮
し
た
。
か
つ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
最

高
権
力
者
で
あ
っ
た
エ
ン
ヴ
ェ
ル
・
パ
シ
ャ
（
一
八
八
一-

一
九

二
二
）
も
身
を
投
じ
た
こ
の
運
動
は
現
地
の
ソ
ビ
エ
ト
権
力
を
脅

か
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ソ
ビ
エ
ト
戦
争
の
終
結
や
エ
ン
ヴ
ェ

ル
の
戦
死
な
ど
を
経
て
、
戦
況
は
ソ
ビ
エ
ト
側
に
有
利
に
推
移
し

た
。
そ
の
た
め
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
は
最
後
と
な
る
第

七
回
会
議
（
一
九
二
二
年
九
月
）
で
連
邦
制
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
ト
ガ
ン
を
ロ
シ
ア
国
外
へ
送
り
出
し
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
問

題
を
国
際
社
会
に
訴
え
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る）

12
（

。

か
く
し
て
ト
ガ
ン
は
一
九
二
三
年
末
に
パ
リ
へ
至
り
、
二
か
月

後
に
は
ベ
ル
リ
ン
に
拠
点
を
移
し
た
。
彼
は
先
ん
じ
て
パ
リ
に
亡

命
し
て
い
た
チ
ョ
カ
イ
、
自
身
と
同
様
バ
ス
マ
チ
運
動
に
身
を
投

じ
、
ト
ル
コ
に
逃
れ
た
元
ブ
ハ
ラ
共
和
国
大
統
領
オ
ス
マ
ン
・
ホ

ジ
ャ
（
一
八
七
八-

一
九
六
八
： 

コ
ジ
ャ
オ
ー
ル
）
ら
と
と
も

に
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
再
編
に
着
手
し
、
改
め
て
中
央
委
員
長
に
選
出
さ
れ

る
（
第
一
回
ベ
ル
リ
ン
会
議
：
一
九
二
四
年
一
一
月
）。
一
九
二

五
年
五
月
に
ト
ガ
ン
の
ト
ル
コ
帰
化
が
決
ま
る
と
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
第

二
回
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
本
部
を
ト
ル
コ
へ
移
転
し
、
チ
ョ
カ
イ
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
表
に
指
名
す
る
と
と
も
に
、
機
関
誌
を
発
行
す
る

こ
と
を
確
認
し
た）

13
（

。

（
二
）
プ
ロ
メ
テ
連
盟
へ
の
加
盟

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
亡
命
地
で
の
再
出
発
を
果
た
し
た
が
、

機
関
誌
発
行
の
手
段
を
見
出
せ
ず
に
い
た
。
当
初
ト
ガ
ン
や
チ
ョ

カ
イ
ら
は
、
メ
フ
メ
ト
・
エ
ミ
ー
ン
・
レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
（
一
八

八
四-

一
九
五
五
））
14
（

率
い
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
亡
命
運
動
の
機

関
誌
『
新
コ
ー
カ
サ
ス
』（
一
九
二
三
年
創
刊
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
）
に
ひ
と
ま
ず
の
拠
り
所
を
求
め
て
い
た）

15
（

。
チ
ョ
カ
イ
は
一
九

二
七
年
二
月
の
Ｔ
Ｍ
Ｂ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
会
合
に
お
い
て
同
誌
へ

の
合
流
を
提
案
す
る
が
、
翌
月
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
会
議
で
Ｔ
Ｍ
Ｂ

は
構
想
を
更
に
進
め
、
独
自
の
機
関
誌
発
行
を
決
議
し
て
い
る
。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
休
眠
状
態
に
あ
っ
た
Ｔ
Ｍ
Ｂ
が

内
部
対
立
の
可
能
性
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
こ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

会
議
で
最
終
的
な
形
態
を
と
り
、
一
九
四
〇
年
代
ま
で
そ
の
構
造

が
保
た
れ
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る）

16
（

。

Ｔ
Ｍ
Ｂ
が
機
関
誌
発
行
に
踏
み
切
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
庇
護
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
メ
テ
連
盟
の
働
き
掛

け
で
あ
る
。
概
要
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
研
究
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
文
献
を
除
き
、
プ
ロ
メ
テ
連

盟
、
よ
り
広
義
に
は
一
九
一
八
年
に
端
を
発
す
る
プ
ロ
メ
テ
運
動

に
関
す
る
文
献
の
蓄
積
は
豊
富
と
は
言
い
難
い）

17
（

。
関
連
す
る
地

域
・
民
族
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
、
連
盟
理
事
長
を
長
ら
く
務



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

一
八
四
（
一
八
四
）　

め
た
言
語
学
者
ロ
マ
ン
・
ス
マ
ル
ス
ト
ツ
キ
（
一
八
九
三-

一
九

六
九
）
自
身
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
の
研
究
で
あ

る）
18
（

。
特
に
中
東
欧
史
を
専
門
と
す
る
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー

は
、
画
家
で
あ
り
、
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
で
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
地
域
の
知
事
を
務
め
た
ヘ
ン
リ
ク
・
ユ
ゼ
フ
ス
キ
（
一
八
九
二

-

一
九
八
一
）
に
焦
点
を
当
て
、
プ
ロ
メ
テ
運
動
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

国
内
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
を
論
じ

て
い
る）

19
（

。
プ
ロ
メ
テ
運
動
は
日
本
の
対
ソ
政
策
と
も
無
縁
で
は
な

い
。
反
ソ
亡
命
者
の
活
用
を
模
索
し
て
い
た
参
謀
本
部
は
一
九
三

三
年
以
降
プ
ロ
メ
テ
運
動
に
接
近
し
、
そ
の
過
程
で
連
盟
に
批
判

的
な
北
コ
ー
カ
サ
ス
亡
命
運
動
指
導
者
ハ
イ
ダ
ル
・
バ
ン
マ
ト

（
一
八
九
〇-

一
九
六
五
）
と
深
い
関
係
を
築
い
た）
20
（

。
一
方
、
連

盟
に
も
紙
幅
を
割
い
た
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
以
前
の
ト
ル
コ
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
コ
ポ
ー
に
よ
る
概
論）

21
（

や
関

係
者
の
回
想）

22
（

な
ど
に
関
連
文
献
が
限
ら
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
研
究
に
沿
っ
て
、
連
盟
の
概
要
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。

一
九
二
六
年
五
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
共
和
政
の
父
ユ
ゼ
フ
・

ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
一
八
六
七-

一
九
三
五
）
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
に

よ
っ
て
独
裁
政
権
を
樹
立
す
る
と
、
ソ
ビ
エ
ト
支
配
下
の
被
抑
圧

民
族
（
当
初
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
グ
ル
ジ
ア
、

北
コ
ー
カ
サ
ス
）
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
糾
合
を
目
的
と
し
て

プ
ロ
メ
テ
連
盟
理
事
会
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
結
成
さ
れ
た）

23
（

。
連
盟
は

パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
語
機
関
誌
『
プ
ロ
メ
テ
』（
同
年
一
一
月
創

刊
）
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
加
盟
す
る
各
亡
命
組
織
に
対
し
て

も
物
質
的
に
支
援
し
た
。
駐
モ
ス
ク
ワ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
が

入
手
し
た
各
地
方
の
新
聞
雑
誌
や
統
計
資
料
な
ど
の
ソ
連
刊
行
物

が
連
盟
を
介
し
て
提
供
さ
れ
、
加
盟
組
織
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
も

と
に
機
関
誌
を
発
行
し
た）

24
（

。
さ
ら
に
連
盟
と
連
動
し
て
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
は
東
方
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
言
語
研
究
や
加
盟
組
織
の
活

動
家
た
ち
に
よ
る
講
演
な
ど
が
活
発
に
な
さ
れ
た）

25
（

。
そ
の
機
関
誌

『
東
方
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
記
事
は
、
プ
ロ
メ
テ
運
動
の
歴

史
的
背
景
や
両
大
戦
間
期
と
い
う
時
代
の
特
殊
性
を
伝
え
る
も
の

で
あ
る）

26
（

。

『
回
想
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
六
月
に
は
ス
テ
ン
ポ
フ

ス
キ
な
る
人
物
が
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
ト
ガ
ン
に
接
近
し
、
連
盟

の
結
成
と
機
関
誌
発
行
の
構
想
を
伝
え
て
い
る
。
申
し
出
を
有
望

視
し
た
ト
ガ
ン
は
パ
リ
の
チ
ョ
カ
イ
を
呼
び
寄
せ
、
こ
の
運
動
に

参
加
す
る
よ
う
説
き
伏
せ
た）

27
（

。
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
は
こ
の
接
触
を

ト
ガ
ン
の
記
憶
違
い
と
し
て
い
る
が
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
問
題
の
人

物
が
プ
ロ
メ
テ
運
動
の
活
動
家
で
あ
り
、
随
筆
家
と
し
て
も
著
名

な
イ
ェ
ジ
ー
・
ス
テ
ン
ポ
フ
ス
キ
（
一
八
九
三-

一
九
六
九
）
で



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
八
五
（
一
八
五
）　

あ
る
こ
と
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
資
料
を
使
っ
て
立
証
し
て
い
る）
28
（

。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
と
接

触
を
深
め
る
の
は
一
九
二
六
年
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
連
盟
の
統

括
を
担
い
、
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
外
務
省
東
洋
局
長
を
務
め
た
タ
デ

ウ
シ
ュ
・
ホ
ウ
フ
コ
（
一
八
八
九-

一
九
三
一
））
29
（

は
ト
ル
コ
を
訪

れ
、
機
関
誌
発
行
と
連
盟
に
よ
る
資
金
供
与
を
持
ち
か
け
て
お
り
、

ト
ガ
ン
も
こ
の
こ
と
を
前
向
き
に
チ
ョ
カ
イ
に
伝
え
て
い
る）

30
（

。

Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
先
述
の
一
九
二
七
年
三
月
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
会
議
直
後

か
ら
プ
ロ
メ
テ
へ
の
加
盟
に
着
手
し
、
折
衝
に
は
チ
ョ
カ
イ
ら
が

当
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
プ
ロ
メ
テ
』
第
八
号
（
同
年
六-

七

月
）
よ
り
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
が
加
え
ら
れ
、
Ｔ
Ｍ

Ｂ
は
九
月
に
正
式
加
盟
を
果
た
し
た）

31
（

。
そ
し
て
ピ
ウ
ス
ツ
キ
が
私

財
を
投
じ
た
連
盟
の
活
動
資
金
「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
資
金
」
か
ら
年
間

約
一
〇
〇
〇
ド
ル
、
当
時
の
レ
ー
ト
で
二
〇
〇
〇
ト
ル
コ
・
リ
ラ

に
相
当
す
る
資
金
を
供
与
さ
れ
た
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
い
よ
い
よ
機
関
誌
を

創
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た）
32
（

。

（
三
）『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
概
要

Ｔ
Ｍ
Ｂ
機
関
誌
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ンY

eni T
ürkistan

（
以
下
、

Ｙ
Ｔ
と
表
記
）』
は
一
九
二
七
年
六
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
い

て
創
刊
さ
れ
た
。
誌
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す
る
と

し
て
、
本
節
で
は
同
誌
の
概
要
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

Ｙ
Ｔ
の
発
行
部
数
は
創
刊
時
に
五
〇
〇
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
七
五
〇-

一
〇
〇
〇
部
を
推
移
し
た）
33
（

。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
問
題
を

国
際
社
会
に
訴
え
る
と
い
う
第
七
回
Ｔ
Ｍ
Ｂ
会
議
の
方
針
か
ら
す

れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
に
散
在
す
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
亡
命

者
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
メ
テ
連
盟
に
加
盟
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
な
ど
ト
ル
コ
系
の
亡
命
組
織
関
係
者
や
ト
ル
コ
国
内
の
知
識
人

た
ち
も
主
な
読
者
層
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
序
文
に
も

あ
る
よ
う
に
、
各
記
事
は
原
則
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
ト
ル
コ
語

で
表
記
さ
れ
た
。
他
方
、
現
在
の
ウ
ズ
ベ
ク
語
や
カ
ザ
フ
語
に
近

い
ト
ル
キ
ス
タ
ン
方
言
は
韻
文
や
ニ
ュ
ー
ス
欄
に
お
い
て
用
い
ら

れ
て
い
る）

34
（

。
Ｙ
Ｔ
で
は
ト
ガ
ン
や
チ
ョ
カ
イ
ら
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
メ
ン

バ
ー
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
政
治
経
済
問
題
や
文
化
史
な
ど
を
論
じ

て
い
る
が
、
当
事
者
の
手
記
な
ど
バ
ス
マ
チ
運
動
に
関
す
る
重
要

な
記
録
を
数
多
く
掲
載
し
て
い
る
点
も
同
誌
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
ト
ガ
ン
の
論
文
か
ら
は
、
ソ
連
側
が
Ｙ
Ｔ
を
警
戒
し
て
い

た
こ
と
も
伺
え
る）

35
（

。
論
文
⑪
（
次
章
表
１
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
党

中
央
ア
ジ
ア
局
書
記
イ
サ
ー
ク
・
ゼ
レ
ー
ン
ス
キ
ィ
（
一
八
九
〇

-
一
九
三
八
）、
ウ
ズ
ベ
ク
共
産
党
第
一
書
記
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・

イ
ワ
ノ
ー
フ
（
一
八
九
三-

一
九
三
八
）、
彼
ら
の
「
通
訳

tilm
och

（U
z.

）」
た
る
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
首
班
フ
ァ
イ
ズ
ッ
ラ
・



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

一
八
六
（
一
八
六
）　

ホ
ジ
ャ
エ
フ
（
一
八
九
六-

一
九
三
八
）
ら
現
地
幹
部
は
、
独
占

的
に
Ｙ
Ｔ
を
閲
覧
し
た
。
そ
し
て
掲
載
論
文
を
改
竄
し
つ
つ
党
機

関
紙
に
引
用
し
、
ト
ガ
ン
ら
を
汎
ト
ル
コ
主
義
者
、
イ
ギ
リ
ス
植

民
地
主
義
の
走
狗
と
し
て
非
難
し
て
い
る）

36
（

。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
ソ
連
お
よ
び
そ
の
友
好
国
で
あ
る
ト

ル
コ
政
府
を
過
度
に
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
Ｙ
Ｔ
の
表

紙
や
本
文
で
は
非
合
法
組
織
で
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｂ
と
の
関
係
が
明
示
さ

れ
ず
、
多
く
の
記
事
で
筆
名
が
用
い
ら
れ
た）

37
（

。
特
に
こ
の
年
の
一

月
に
ダ
ー
リ
ュ
ル
フ
ュ
ヌ
ー
ン
（
現
在
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学
）

助
教
授
に
就
任
し
て
い
た
ト
ガ
ン
の
場
合
、
公
務
員
の
政
治
参
加

を
禁
止
す
る
当
時
の
公
務
員
法
第
九
条
に
抵
触
し
て
い
た
た
め
、

時
事
・
外
交
問
題
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
は
「
ソ
ク
ル
カ
イ

オ
ー
ル
」
お
よ
び
「
ス
ヤ
ル
・
グ
ル
」
と
い
う
筆
名
が
用
い
ら
れ

て
い
る）

38
（

。

Ｙ
Ｔ
は
亡
命
者
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

例
え
ば
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
亡
命
者
の
出
版
物
を
網
羅
的
に
整
理

し
た
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
ベ
ザ
ニ
ス
は
、
多
少
の
事
実
誤
認
を
含
み
な

が
ら
も
、
Ｙ
Ｔ
を
ト
ル
キ
ス
タ
ン
亡
命
者
の
定
期
刊
行
物
の
中
で

最
重
要
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
記
事
や
情
報
源
の
質
を
高
く
評
価

し
て
い
る）

39
（

。
な
お
二
〇
〇
五
年
に
は
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
ら
に
よ
っ

て
現
代
ト
ル
コ
語
訳
に
よ
る
選
集
が
出
版
さ
れ
た
が
、
同
書
は
ソ

ク
ル
カ
イ
オ
ー
ル
を
チ
ョ
カ
イ
に
比
定
す
る
な
ど
原
文
の
誤
読
・

誤
解
が
少
な
く
な
く
、
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る）

40
（

。

（
四
）
誌
名
と
「
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
」

誌
名
の
う
ち
、
民
族
の
活
力
と
再
生
を
想
起
さ
せ
る
「
新
」
と

い
う
単
語
は
先
述
の
『
新
コ
ー
カ
サ
ス
』
誌
に
範
を
取
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
創
刊
当
時
既
に
ソ
連
で
は
公
的
に
廃
止
さ
れ
て

い
た
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
と
い
う
地
域
名
を
掲
げ
て
い
る
点
で
重

要
で
あ
る
。
政
治
領
域
と
し
て
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
概
念
の
帝
政
期

か
ら
ロ
シ
ア
革
命
期
に
か
け
て
の
変
遷
に
つ
い
て
は
帯
谷
知
可
が

要
を
得
て
ま
と
め
て
い
る
が）

41
（

、
本
稿
で
は
創
刊
の
辞
で
語
ら
れ
る

誌
名
の
由
来
を
見
よ
う
。

「
帝
政
期
の
概
念
と
し
て
で
あ
れ
、
国
と
い
う
意
味
で
の
利

用
が
今
日
ロ
シ
ア
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
、
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
を
も
包
摂
す
る
名
称
と
し
て
本
誌

の
題
名
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
正
し
く
、
自
然
的
な
境
界

と
と
も
に
、「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
の
「
新
し
」
さ
も
近
代
的

な
意
味
で
の
民
族
的
独
立
の
獲
得
と
い
う
形
で
の
み
想
起
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
「
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
と
い

う
言
葉
に
よ
っ
て
、
我
々
が
追
求
す
る
目
的
の
舞
台
、
境
界
、



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
八
七
（
一
八
七
）　

特
徴
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
」）
42
（

引
用
文
中
で
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
「
民
族
・
共
和
国
境
界
画

定
」
政
策
（
一
九
二
四-

二
五
）
は
、
ト
ガ
ン
と
と
も
に
国
家
連

合
を
構
想
し
た
カ
ザ
フ
人
ト
ゥ
ラ
ル
・
ル
ス
ク
ロ
フ
（
一
八
九
四

-

一
九
三
八
）
が
一
九
二
〇
年
に
、
既
存
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和

国
を
「
テ
ュ
ル
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
」
へ
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共

産
党
を
「
テ
ュ
ル
ク
諸
民
族
共
産
党
」
へ
そ
れ
ぞ
れ
改
称
す
る
よ

う
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
退
け
た
レ
ー
ニ
ン
が
共
和
国
の

境
界
画
定
を
指
示
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
当
初
は
連
邦

案
も
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
結
局
ブ
ハ
ラ
、
ホ
ラ
ズ
ム
、
ト
ル
キ
ス

タ
ン
共
和
国
の
解
体
に
よ
っ
て
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
カ
ザ
フ
、
ト
ル
ク

メ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
ク
す
な
わ
ち
現
在
の
中
央
ア
ジ
ア
の
政

治
体
制
の
原
型
と
な
る
五
共
和
国
（
自
治
共
和
国
を
含
む
）
が
創

設
さ
れ
、
政
治
的
領
域
と
し
て
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
消
失
し
た
。

小
松
は
こ
の
政
策
の
影
響
の
大
き
さ
に
鑑
み
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お

け
る
「
第
二
の
革
命
」
と
評
し
て
い
る）

43
（

。
ま
た
確
定
作
業
に
関
す

る
一
次
資
料
を
博
捜
し
た
ア
ー
ネ
・
ハ
ウ
ゲ
ン
は
、
分
割
統
治
を

前
提
と
す
る
従
来
の
分
析
が
妥
当
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

む
し
ろ
そ
れ
は
、
小
集
団
の
寄
せ
集
ま
り
を
い
か
に
ま
と
め
、
効

率
よ
く
統
治
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

党
中
央
と
現
地
代
表
者
ら
と
の
交
渉
や
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と

い
う）

44
（

。
ま
た
近
年
で
は
熊
倉
潤
が
、「
民
族
・
共
和
国
境
界
画

定
」
と
そ
の
後
の
変
遷
を
ア
ル
ヒ
ー
フ
資
料
か
ら
追
い
、
ソ
連
を

「
民
族
自
決
の
帝
国
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

経
済
統
合
や
連
邦
制
の
構
想
を
退
け
、
民
族
共
和
国
の
建
設
を
志

向
し
た
の
は
ホ
ジ
ャ
エ
フ
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
・
ラ
ヒ
ム
バ
エ
フ

（
一
八
九
六-

一
九
三
八
）、
ス
ル
タ
ン
ベ
ク
・
ホ
ジ
ャ
ノ
フ
（
一

八
九
四-

一
九
三
八
）
ら
現
地
の
政
治
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
加

え
て
熊
倉
は
、
各
共
和
国
の
人
口
、
特
に
党
政
治
エ
リ
ー
ト
に
お

い
て
基
幹
民
族
が
占
め
る
比
率
を
丹
念
に
整
理
し
、「
民
族
・
共

和
国
境
界
確
定
」
に
よ
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
に
成
立
し
た
自
治
共
和

国
が
連
邦
構
成
共
和
国
へ
昇
格
し
た
背
景
を
考
察
し
て
い
る（

（（
（

。

し
か
し
ト
ガ
ン
ら
亡
命
者
は
当
然
こ
う
し
た
党
内
の
複
雑
な
事

情
を
把
握
で
き
ず
、
彼
ら
の
目
に
こ
の
政
策
が
分
割
統
治
と
し
て

映
っ
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
前
述

の
第
一
回
ベ
ル
リ
ン
会
議
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
討
議
し
た
際
に
、

境
界
画
定
が
帝
国
主
義
的
分
割
統
治
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、

「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
と
い
う
呼
称
の
使
用
継
続
を
確
認
し
て
い
る）

46
（

。

特
に
、
新
た
に
共
和
国
を
与
え
ら
れ
た
ウ
ズ
ベ
ク
人
・
ト
ル
ク
メ

ン
人
ら
が
、
こ
の
会
議
の
議
事
録
で
は
「
小
民
族
や
諸
部
族

küçük m
illet ve kabileler

」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
ト
ガ
ン
は
Ｙ
Ｔ
の
諸
論
文
で
こ
の
「
部
族
」
と
い
う



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

一
八
八
（
一
八
八
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語
を
し
ば
し
ば
批
判
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
議

事
録
で
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
い
う
名
称
の
廃
止
・
利
用
禁
止
は
、

こ
の
語
が
却
っ
て
ト
ル
コ
系
諸
民
族
、
ひ
い
て
は
ロ
シ
ア
・
ム
ス

リ
ム
の
統
合
・
団
結
を
象
徴
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る）

47
（

。
ま
た
ト
ガ
ン
は
、
一
九
二
六
年
一
二
月
に
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
同
志
へ
宛

て
た
書
簡
に
お
い
て
も
、
機
関
誌
の
誌
名
に
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」

を
充
て
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
書
簡
中
の
「
ト
ル
キ
ス
タ

ン
と
は
、
囚
わ
れ
の
ト
ル
コ
人
の
住
む
地
の
謂
い
で
あ
る
。
西
ト

ル
キ
ス
タ
ン
に
は
旧
﹇
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
﹈
五
州
、
ヒ
ヴ
ァ
、

ブ
ハ
ラ
、
ト
ル
ク
メ
ン
、
ア
フ
ガ
ン
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
﹇
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
北
部
の
平
原
地
帯
﹈、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
入
る
。
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
に
は
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
﹇
新
疆
﹈、
カ
シ
ュ
ガ

ル
、
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
が
入
る
」
と
い
う
見
解
か
ら
は
、
境
界
画
定

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
中
央
ア
ジ
アС

редняя А
зия

」）
48
（

の
領
域

を
は
る
か
に
超
え
る
統
合
理
念
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う）

49
（

。
こ

の
よ
う
に
Ｔ
Ｍ
Ｂ
や
ト
ガ
ン
は
、「
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
」

を
奇
貨
と
し
て
ソ
ビ
エ
ト
と
の
対
決
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
独
立
と

統
合）

50
（

の
理
念
を
誌
名
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

二　

 『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ト
ガ
ン
の
文

化
史
論

（
一
）
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る
ト
ガ
ン

本
章
で
は
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る
ト
ガ
ン
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
化
観
を

考
察
す
る
が
、
ま
ず
彼
の
論
文
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
創
刊
以

来
Ｙ
Ｔ
の
編
集
長
を
務
め
た
ト
ガ
ン
は
、
ほ
ぼ
毎
号
に
渡
っ
て
論

文
を
執
筆
し
た
。
先
行
研
究
や
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
少
な
く
と

も
二
十
一
点
が
彼
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
て
い
る

（
表
１
））

51
（

。

そ
の
う
ち
、
創
刊
号
の
巻
頭
論
文
を
飾
っ
た
総
論
（
論
文
①
・

⑬
）、
ロ
シ
ア
人
入
植
者
問
題
と
絡
め
た
農
業
・
貿
易
開
発
論

（
同
⑥
・
⑭
）
な
ど
、
全
作
品
の
ほ
ぼ
半
分
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

政
治
・
経
済
に
関
す
る
時
事
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
プ

ロ
メ
テ
連
盟
か
ら
提
供
さ
れ
た
現
地
定
期
刊
行
物
や
統
計
資
料
を

活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
鋭
い
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
批
判
は
興
味

深
い
。
し
か
し
そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
や
ソ
連
に
よ
る
経
済
開
発

の
結
果
と
し
て
、
そ
の
多
く
は
や
が
て
意
義
を
失
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
テ
リ
ー
・
マ
ー
チ
ン
の
唱
え
る
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
帝
国
」
と
し
て
ソ
連
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
ト
ル
キ

ス
タ
ン
を
含
む
ソ
連
東
方
は
必
ず
し
も
抑
圧
さ
れ
た
地
域
と
は
言



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
八
九
（
一
八
九
）　

表
1　『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ト
ガ
ン
論
文
一
覧

N
o.

年
月

号
原
題

原
題
日
本
語
訳

ペ
ー
ジ
数

署
名

備
考

①
1927

6
1

T
ürkistan M

eselesi
ト
ル
キ
ス
タ
ン
問
題

7
Soklıkayo ğlu

巻
頭
論
文

 独
・
仏
・
ペ
ル
シ
ャ
語
訳
有
り

②
1927

6
1

Şaybak H
an'ın Şiirleri

シ
ャ
イ
バ
ク
・
ハ
ン
の
詩

4
A

hm
et Zeki V

elidi

③
1927

7-8
2-3

Bolşeviklerin Şark ve M
üstem

leke Siyaseti
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
の
東
方
・
植
民
地
政
策

5
Suyar Gul

王
曾
善
が
漢
語
に
翻
訳

④
1927

7-8
2-3

T
ürkistan ve I ・dil H

avzası'nın M
edenî 

M
ünasebetleri T

arihinden
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
イ
デ
ィ
ル
流
域
と
の
文
明
関
係
の
歴
史
に
つ

い
て

6
A

hm
et Zeki V

elidi

⑤
1927

7-8
2-3

Şüun-ı Siyasi
政
治
問
題

2~
無
署
名

「
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
来
訪
」
以

外
の
部
分
も
ト
ガ
ン
が
執
筆

?

⑥
1927

9
4

T
ürkistan'ın I ・ktisadıyatında Y

erli ve Rus N
okta-i 

N
azarları ve A

ris-Sem
ey H

attı
ト
ル
キ
ス
タ
ン
経
済
に
お
け
る
現
地
人
と
ロ
シ
ア
人
の
観
点
な

ら
び
に
ア
リ
ス
－
セ
メ
イ
線

7
A

hm
et Zeki V

elidi

⑦
1927

9
4

M
ösyö (Le Coq)'un Y

eni Eseri
ル
＝
コ
ッ
ク
氏
の
新
著

2
A

. Z. V
.

ル
＝
コ
ッ
ク
『
中
央
ア
ジ
ア
の
芸
術
・
文
化

史
に
関
す
る
図
録
』

(1925)、『
中
央
ア
ジ
ア

秘
宝
発
掘
記
』

(1926)の
書
評

⑧
1927

10-11
5-6

T
ürkistan I ・stiklâl H

areketine karşı Buhara Em
iri
ト
ル
キ
ス
タ
ン
独
立
運
動
に
対
峙
す
る
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル

7
Soklıkayo ğlu

巻
頭
論
文

⑨
1927

10-11
5-6

Q
ozoqlikda Y

ozgan X
otim

dan
流
浪
す
る
我

1
Başkurt Suyar Gul

ト
ル
キ
ス
タ
ン
方
語
表
記

⑩
1927

10-11
5-6

T
ürkistan I ・sm

i , H
ududu ve M

esahası hakkında
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
名
称
、
境
界
、
領
域
に
つ
い
て

7
A

hm
et Zeki V

elidi
巻
頭
論
文
　

Zeki V
elidi T

ogan ,T
ürk-

T
ürkistan , I ・stanbul , 1960

と
し
て
再
刊

⑪
1927

12
7

Y
eni T

ürkistan ve Ruslar
『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
と
ロ
シ
ア
人

7
無
署
名

巻
頭
論
文

⑫
1927

12
7

Şarkî T
ürkistan'da K

adim
 K

üçalıların M
edeniyeti 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
古
代
ク
チ
ャ
人
の
文
明

10
A

hm
et Zeki V

elidi

⑬
1927

12
7

T
ürkistan M

eselesi
ト
ル
キ
ス
タ
ン
問
題

8
Soklıkayo ğlu

別
冊
付
録
・
①
の
増
補

⑭
1928

3
8

Rus M
uhaceret Siyasetinin Y

eni D
evresi 

M
uvacehesinde T

ürkistanlıların V
azifesi

ロ
シ
ア
人
移
民
政
策
の
新
時
代
に
直
面
す
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人

の
使
命

7
Soklıkayo ğlu

巻
頭
論
文

⑮
1928

3
8

A
lahazret Em

anullah H
an'ın A

vrupa Seyahati
ア
マ
ー
ヌ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ン
陛
下
の
欧
州
周
遊

5
Suyar Gul

⑯
1928

4
9

T
ürkistan'da A

skerlik M
eselesi

ト
ル
キ
ス
タ
ン
兵
役
問
題

6
無
署
名

巻
頭
論
文

⑰
1928

5-6-7
10-11-12

T
ürk D

ünyasında Elifba M
eselesi

ト
ル
コ
世
界
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
問
題

18
A

hm
et Zeki V

elidi
別
冊
付
録

⑱
1928

11
16

K
azakbay'a Cevap

カ
ザ
ク
バ
イ
へ
の
返
答

7
無
署
名

巻
頭
論
文

⑲
1928

11
16

18-19uncu A
sır T

ürk Siyasî H
ayatına ait I ・ki Eser: 

K
ırım

lı I ・brahim
 ibn A

li ve H
indistanlı M

ir 
I ・zzetullah'ın Eserleri

18-19
世
紀
ト
ル
コ
人
の
政
治
活
動
に
関
す
る
2
作
品
：
ク
リ

ミ
ア
人
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
、
イ
ン
ド
人
ミ
ー

ル
・
イ
ッ
ゼ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
作
品

7
A

hm
et Zeki V

elidi

⑳
1928

11
16

T
ürkistan ve A

zerbaycan'ı Ö
ğrenm

e D
erne ği

ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
研
究
協
会

4
無
署
名

会
則
を
含
む

㉑
1930

2
27

M
evlâna Beqa'î

メ
ウ
ラ
ー
ナ
・
ベ
カ
イ
ー

4
A

hm
et Zeki V

alidi
ラ
テ
ン
文
字
表
記

ト
ガ
ン
が
筆
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
論
文

a
1927

9
4

Birleşen Ü
ç

団
結
し
た
三
者

3
無
署
名

巻
頭
論
文

T
uncer Bay kara , Zeki V

elidî T
ogan , A

nkara , 1989 な
ど
を
基
に
作
成
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え
な
い
。
マ
ー
チ
ン
は
ソ
連
政
府
が
大
国
排
外
主
義
を
抑
制
し

積ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

極
的
格
差
是
正
措
置
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
ロ
シ
ア
人
大

衆
の
不
信
感
を
払
拭
し
、
自
身
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
さ
せ
よ
う

と
努
め
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
た
め
教
育
・
産
業
・
行
政
の

分
野
で
非
ロ
シ
ア
人
を
優
遇
す
る
コ

現

地

化

レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ヤ
が
推
進
さ

れ
、
ま
た
カ
ザ
フ
共
和
国
で
は
ロ
シ
ア
人
入
植
者
を
追
い
出
そ
う

と
す
る
脱
植
民
地
政
策
が
採
ら
れ
、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
に
至
っ
て

は
「
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
」
に
よ
っ
て
頻
発
し
た
民
族
紛
争

を
指
導
レ
ベ
ル
が
操
作
し
「
食
い
物
に
し
た
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど

で
あ
っ
た）

52
（

。
こ
う
し
た
マ
ー
チ
ン
の
議
論
と
対
比
さ
せ
る
と
、
ボ

リ
シ
ェ
ビ
キ
に
よ
る
抑
圧
を
強
調
す
る
ト
ガ
ン
の
論
文
は
そ
の
統

治
の
一
側
面
を
扱
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
を
拭
え
な

い
。以

上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
ト
ガ
ン
の
全
論
文
の
う
ち
残
り
の

半
分
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
化
史
に
関
す
る
作
品
に
注
目
し
た
い
。

Ｙ
Ｔ
で
の
文
化
史
研
究
は
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
ト
ル
コ
学
者
フ

ア
ト
・
キ
ョ
プ
リ
ュ
リ
ュ
（
一
八
九
〇-

一
九
六
六
）
に
よ
っ
て

水
準
の
高
さ
を
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
ガ
ン
に
よ

る
論
文
で
あ
っ
た
（
論
文
②
、
④
、
⑦
、
⑫
））

53
（

。
こ
の
よ
う
に
大

半
の
亡
命
者
に
は
見
ら
れ
な
い
歴
史
学
者
と
し
て
の
側
面
は
、
ト

ガ
ン
の
民
族
主
義
思
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
し
て
も
無
視
し
え

な
い
。

（
二
）
詩
を
通
じ
た
文
化
・
宗
教
観

論
文
②
で
ト
ガ
ン
は
、
一
五
世
紀
末
・
一
六
世
紀
初
に
テ
ィ

ム
ー
ル
朝
を
滅
ぼ
し
自
身
の
王
朝
を
開
い
た
シ
ャ
イ
バ
ク
・
ハ
ン

（
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
・
ハ
ン
）
の
詩

デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
ン集

（T
opkapı M

üzesi , 3. A
hm

et , N
r. 2436

）
か
ら
当
時
の
文
化

的
特
徴
を
論
じ
て
い
る
。
ト
ガ
ン
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ト
ル
コ

化
、
換
言
す
れ
ば
遊
牧
ウ
ズ
ベ
ク
人
を
は
じ
め
と
す
る
ト
ル
コ
系

諸
部
族
の
文
明
化
・
定
住
化
を
完
成
さ
せ
た
人
物
で
あ
り
、「
ト

ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
貢
献
は
大
き
い
」
と
し
て
シ
ャ
イ
バ
ク
を
評
価

し
て
い
る）

54
（

。
ペ
ル
シ
ャ
語
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
同
時
代
の
チ
ャ
ガ

タ
イ
詩
人
と
は
異
な
り
、
シ
ャ
イ
バ
ク
の
詩
に
は
日
常
生
活
を
扱

う
俗
的
な
作
品
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
ト
ガ
ン
は
純
ト
ル
コ
語
に

よ
る
彼
の
詩
を
「
ト
ル
コ
的
」
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
民

族
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
指
標
と
し
て
創
刊
号
に
掲
げ
た
の
で
あ
る）

55
（

。

ト
ガ
ン
が
こ
の
論
文
で
注
目
す
る
の
は
シ
ャ
イ
バ
ク
と
そ
の
周

辺
が
礼
拝
と
断
食
の
実
践
を
除
き
、
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
よ
り
も
ト

ル
コ
的
慣
習
ト
レtöre

を
重
視
し
た
点
で
あ
っ
た）
56
（

。
そ
の
内
容

は
食
事
や
婚
姻
、
戦
利
品
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
と
り
わ
け
ト
ガ

ン
は
シ
ャ
イ
バ
ク
の
詩
を
引
用
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ン
や
蜂
蜜
酒
バ
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ト
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文
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そ
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一
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ル
が
日
常
的
に
飲
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
後
者

に
つ
い
て
ト
ガ
ン
は
「
蜂
蜜
か
ら
作
ら
れ
て
、
ワ
イ
ン
と
同
じ
く

ら
い
に
強
く
、
酩
酊
さ
せ
る
「
バ
ル
酒
」
は
こ
う
し
た
﹇
慣
習
を

重
視
す
る
﹈
シ
ャ
イ
フ
た
ち
に
よ
っ
て
全
く
も
っ
て
ム可

不
可
な
し

バ
ー
フ
、

さ
ら
に
は
ハ
ラ
ー
ル
と
す
ら
解
釈
さ
れ
た
」
と
述
べ
、
バ
ル
酒
が

シ
ャ
イ
バ
ク
周
辺
の
宗
教
エ
リ
ー
ト
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る）

57
（

。
ま
た
「
バ
ル
も
て
浄
め
ら
れ
よ
、
酒サ
ー
キ
ー姫
よ
バ
ル

の
他
に
望
み
が
あ
ろ
う
か
」﹇vk. 65a , 5-6

﹈）
58
（

や
同
様
の
詩
句

﹇vk. 65b , 11-12

﹈
の
よ
う
に
、
詩
集
で
は
酌
を
促
す
句
が
見
ら

れ
、
さ
ら
に
バ
ル
に
よ
る
酩
酊
は
礼
拝
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

と
理
解
さ
れ
て
い
た）

59
（

。

バ
ル
酒
は
ト
ガ
ン
本
人
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
の
父
は
村
の
ム
ッ
ラ
ー
で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
妻
つ
ま
り

ト
ガ
ン
の
母
が
密
か
に
バ
ル
酒
を
造
り
飲
用
し
て
も
咎
め
は
し
な

か
っ
た
、
と
ト
ガ
ン
は
少
年
時
代
を
回
想
し
て
い
る）

60
（

。
こ
の
よ
う

に
慣
習
が
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
に
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
ト
ガ
ン
自
身

に
と
っ
て
も
日
常
的
光
景
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
詩
中
で
の
バ
ル

酒
愛
飲
へ
の
注
目
に
結
び
つ
い
た
と
言
え
よ
う
。

詩
集
に
は
馬
乳
酒
ク
ム
ズ
を
醸
す
革
袋
サ
バ
へ
の
言
及
﹇vk. 

119b ,5

﹈
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ト
ガ
ン
は
ク
ム
ズ
の

飲
用
を
指
摘
し
て
い
る）

61
（

。
ク
ム
ズ
は
古
来
よ
り
北
方
遊
牧
民
の
飲

料）
62
（

と
し
て
知
ら
れ
、
ト
ガ
ン
も
自
身
や
そ
の
周
囲
に
よ
る
日
常
的

飲
用
を
回
想
し
て
い
る）

63
（

。
ト
ガ
ン
に
と
っ
て
ク
ム
ズ
も
ま
た
民
族

文
化
の
象
徴
で
あ
り
、
シ
ャ
イ
バ
ク
の
詩
に
自
身
の
環
境
、
慣
習

と
の
連
続
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る）

64
（

。

以
上
の
飲
酒
の
例
か
ら
シ
ャ
イ
バ
ク
に
よ
る
慣
習
重
視
の
姿
勢

を
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
系
の
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム
信
仰
で
あ
っ
た
。「
聖
者
ら
の
長
と
な
り
し
は
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
王
、
地
表
を
照
ら
す
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
月
」﹇vk. 

69b , 12-13

﹈、「
聖
者
ら
の
長
と
な
り
し
は
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
マ

ド
・
ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
」﹇vk. 175a ,5

﹈
な
ど
の
句
の
よ
う
に
、
シ

ル
河
中
流
域
の
都
市
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
別
名
ヤ
ス
）
を
根
拠
地
と

し
、
中
央
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
教
団
を
築
い
た
十
二
世
紀
の
神
秘

主
義
者
ア
フ
マ
ド
・
ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
を
称
え
る
シ
ャ
イ
バ
ク
の
詩
に

ト
ガ
ン
は
注
目
し
て
い
る
。
彼
の
詩
に
お
い
て
ヤ
ス
は
信
仰
の
要

で
あ
り
、「
こ
の
﹇
ト
ル
コ
的
﹈
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
ト
ル
キ
ス

タ
ン
﹇
ヤ
ス
﹈
の
水
は
﹇
メ
ッ
カ
の
聖
泉
﹈
ザ
ム
ザ
ム
に
、
ト
ル

コ
人
の
聖
者
た
ち
は
預
言
者
た
ち
に
等
し
い
」）

65
（

と
い
う
ト
ガ
ン
の

指
摘
は
、
遊
牧
勢
力
に
と
っ
て
経
済
的
・
軍
事
的
・
宗
教
的
重
要

性
を
帯
び
て
い
た
こ
の
地
域
を
足
掛
か
り
と
し
て
勃
興
し
た
シ
ャ

イ
バ
ー
ニ
ー
が
、
こ
の
地
域
の
小
城
で
あ
る
ア
ル
ク
ー
ク
を
も
っ

て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
と
っ
て
の
メ
デ
ィ
ナ
と
同
等
視
し
た
と
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す
る
堀
川
徹
の
論
考
と
も
合
致
す
る）
66
（

。
付
言
す
れ
ば
「
シ
ャ
イ

バ
ー
ニ
ー
は
チ
ン
ギ
ス
家
よ
り
神
命
を
買
い
受
し
」﹇vk. 

119b ,11
﹈
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
神
秘
主
義
へ
の
傾
倒
は
チ
ン

ギ
ス
裔
た
る
誇
り
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た）

67
（

。

ク
ム
ズ
や
バ
ル
と
同
様
、
こ
の
ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
的
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

も
ま
た
ト
ガ
ン
の
出
身
背
景
と
重
な
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
と
決
別
し
た
ト
ガ
ン
は
中
央
ア
ジ
ア
へ
逃
れ
る
が
、

そ
の
途
上
ホ
ラ
ズ
ム
地
方
で
ハ
キ
ー
ム
・
ア
タ
廟
を
訪
れ
て
い
る

（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
）。
ハ
キ
ー
ム
・
ア
タ
は
ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
の
高

弟
の
一
人
で
あ
り
、
ト
ガ
ン
に
よ
れ
ば
彼
に
仮
託
さ
れ
た
『
バ
ー

キ
ル
ガ
ー
ン
の
書
（
ハ
キ
ー
ム
・
ア
タ
の
書
）』
は
、
イ
デ
ィ
ル

（
ヴ
ォ
ル
ガ
）
河
沿
岸
地
域
の
中
心
地
で
あ
る
カ
ザ
ン
で
一
八
五

七
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
初
等
教
育
の
場
で
教
科
書
と
し
て
用
い

続
け
ら
れ
た）

68
（

。
ト
ガ
ン
自
身
も
そ
れ
ら
の
詩
を
覚
え
て
お
り
、
廟

の
壁
に
二
篇
の
詩
を
書
き
つ
け
て
い
る）

69
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
ト
ガ
ン
は
シ
ャ
イ
バ
ク
・
ハ
ン
の
詩
か
ら
ト

ル
コ
文
化
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
が
、
論
文
②
で
は
サ
マ
ル
カ

ン
ド
や
ヘ
ラ
ー
ト
で
花
開
き
、
同
時
代
の
も
う
一
人
の
主
人
公
と

も
言
え
る
バ
ー
ブ
ル
が
受
け
継
い
だ
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
文
化
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
ト
ガ
ン
は
「
彼
は
こ
の

よ
う
な
馬
鹿
馬
鹿
し
い
、
厚
か
ま
し
い
、
邪
教
徒
的
な
多
く
の
言

動
に
及
ん
だ
」）

70
（

と
い
う
バ
ー
ブ
ル
の
シ
ャ
イ
バ
ク
批
判
を
挙
げ
て

い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
バ
ー
ブ
ル
の
イ
ス
ラ
ム
観
は
都
市
的
で
、

科
学
・
哲
学
に
よ
り
近
い
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
の
そ
れ
で
あ

り
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
ト
ル
コ
的
伝
統
と
混
交
し
た
シ
ャ
イ
バ

ク
的
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
在
り
方
が
逸
脱
と
受
け
止
め
ら
れ
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た）

71
（

。
後
年
ナ
ヴ
ァ
ー
イ
ー
や
バ
ー
イ
ス
ン

グ
ル
に
関
す
る
小
論
を
著
す
よ
う
に
、
ト
ガ
ン
も
テ
ィ
ム
ー
ル
朝

文
化
に
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い）

72
（

。
し
か
し
彼
は
、
同
時
代

の
ト
ル
コ
人
が
自
身
の
文
明
を
蔑
ろ
と
す
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱

き
、
研
究
の
題
材
と
し
て
慣
習
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
な
ど
を
重
視
す

る
よ
う
一
九
二
〇
年
代
当
時
か
ら
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る）
73
（

。

こ
れ
に
関
し
、
ご
く
最
近
に
再
発
見
さ
れ
た
ト
ガ
ン
発
ア
タ

テ
ュ
ル
ク
宛
書
簡
（
一
九
三
五
年
八
月
二
五
日
付
）
は
彼
が
抱
え

研
究
者
と
し
て
の
ジ
レ
ン
マ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学

で
博
士
号
を
取
得
し
た
ト
ガ
ン
は
ド
イ
ツ
に
移
り
、
ア
ラ
ブ
地
理

学
の
研
究
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
書
簡
に
お
い
て
彼
は
、

そ
の
重
要
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
研
究
を
重
ね
る
に
つ
れ
ト
ル
コ
人

の
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
実
感
を
吐
露
し
て
い
る
。
総
じ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
学
者
た
ち
が
文
献
学
や
民
族
誌
学
の
観
点

か
ら
ト
ル
コ
文
化
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
に
対
し
、
ト
ガ
ン
に

と
っ
て
そ
こ
に
は
民
族
的
生
活
の
総
体
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
九
三
（
一
九
三
）　

か
っ
た
の
で
あ
る）
74
（

。
こ
う
し
た
文
化
観
の
乖
離
に
対
す
る
危
惧
か

ら
は
、
民
族
文
化
は
何
よ
り
も
生
活
に
根
差
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
ト
ガ
ン
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
れ
こ

そ
が
、
ト
ガ
ン
が
バ
ー
ブ
ル
の
批
判
を
意
に
介
さ
ず
、
慣
習
に
基

づ
く
日
常
生
活
の
風
景
を
見
出
せ
る
シ
ャ
イ
バ
ク
の
詩
に
価
値
を

認
め
た
要
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
と
の
文
化
的
交
流

論
文
②
の
続
編
で
あ
る
論
文
④
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
イ
デ
ィ

ル
河
沿
岸
地
域
と
の
文
化
的
交
流
を
論
じ
た
作
品
で
あ
り
、
ト
ガ

ン
の
文
化
観
を
考
察
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
。
本
節
で
は
シ
ャ
イ

バ
ク
と
同
時
代
の
カ
ザ
ン
・
ハ
ン
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー

ン
に
注
目
し
た
い
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
は
モ
ス
ク
ワ
大
公
イ
ヴ
ァ
ン
三
世
の

庇
護
下
に
育
ち
、
異
母
兄
と
の
争
い
の
末
に
ハ
ン
位
に
就
い
た
。

廃
位
と
復
辟
（
一
四
八
四-

八
五
、
一
四
八
七-

九
五
）
を
繰
り

返
し
た
彼
は
一
五
〇
二
年
に
三
度
目
の
即
位
を
果
た
す
。
し
か
し

一
五
〇
五
年
に
突
如
と
し
て
宗
主
イ
ヴ
ァ
ン
に
反
旗
を
翻
し
、
そ

の
後
継
者
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
三
世
と
も
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
。
中
で

も
蜂
起
直
後
の
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
襲
撃
や
、
翌
年
の
カ
ザ
ン

に
お
け
る
モ
ス
ク
ワ
軍
撃
退
は
有
名
で
あ
る
（
一
五
〇
七
年
に
和

解
））

75
（

。
ト
ガ
ン
自
身
も
ロ
シ
ア
内
外
で
好
評
を
博
し
た
処
女
作

『
ト
ル
コ
人
と
タ
タ
ー
ル
人
の
歴
史
』（
一
九
一
二
）
に
お
い
て
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
の
即
位
の
経
緯
や
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
の

攻
防
を
叙
述
す
る
が
、
蜂
起
の
要
因
を
王
妃
や
側
近
に
求
め
る
な

ど
、
ハ
ン
と
し
て
の
素
質
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
か
っ

た）
76
（

。と
こ
ろ
が
論
文
④
で
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
へ
の
評
価
は

一
転
し
て
高
い
。
ト
ガ
ン
は
冒
頭
で
、
遊
牧
民
の
移
動
や
マ
ー
ワ

ラ
ー
ア
ン
ナ
フ
ル
出
身
者
に
よ
る
入
植
、
支
配
者
層
に
お
け
る
パ

ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
な
ど
を
通
じ
、
既
に
一
六
世
紀
以

前
よ
り
イ
デ
ィ
ル
地
域
と
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
の
間
で
言
語
的
・
文

化
的
一
体
性
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る）

77
（

。
そ
し
て
そ

の
典
型
と
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
と
シ
ャ
イ
バ
ク
と
の

間
に
見
ら
れ
る
緊
密
な
文
化
的
交
友
を
述
べ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

ト
ガ
ン
は
「
イ
ス
ラ
ム
の
長
に
王
冠
あ
れ
／
汝
の
友
に
日
夜
神

の
称
え
あ
れ
／
﹇
聞
け
り
：
論
文
④
で
は
脱
落
﹈
ロ
シ
ア
人
の
不

信
仰
者
を
破
り
し
と
／
我
が
子
よ
、
汝
に
聖
戦
士
た
る
祝
福
あ

れ
」﹇vk. 183a , 9-10

﹈
と
い
う
シ
ャ
イ
バ
ク
の
四
行
詩
を
引
用

す
る
。
ト
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
こ
そ
上
述
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ア
ミ
ー
ン
に
よ
る
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
襲
撃
を
指
す
も
の
に
他

な
ら
な
い
。
そ
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
に
対
す
る
親
密
な
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呼
び
か
け
か
ら
、
シ
ャ
イ
バ
ク
が
イ
デ
ィ
ル
地
域
に
特
別
の
関
心

を
払
っ
て
い
た
と
ト
ガ
ン
は
解
釈
し
た）

78
（

。

の
み
な
ら
ず
シ
ャ
イ
バ
ク
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
の
要
請

に
応
じ
、
一
五
一
二
年
に
ヘ
ラ
ー
ト
の
宮
廷
作
曲
家
グ
ラ
ー
ム
・

シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
生
涯
は
詳
ら
か
で

な
い
が
、
一
五
世
紀
最
大
の
ペ
ル
シ
ャ
音
楽
家
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー

デ
ィ
ル
・
マ
ラ
ー
ギ
ー
に
師
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）

79
（

。

「
当
時
、
彼
ほ
ど
に
サ
ウ
ト
﹇
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
一
種
﹈
や
歌
曲
を

作
曲
で
き
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
」）

80
（

と
バ
ー
ブ
ル
も
認
め
た
稀
代

の
音
楽
家
を
シ
ャ
イ
バ
ク
が
送
り
出
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
、
彼
が

イ
デ
ィ
ル
地
域
を
重
視
し
た
証
左
と
言
え
よ
う
。

バ
ー
ブ
ル
は
グ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
そ
の
後
の
消
息
に

接
し
な
か
っ
た
が
、
ト
ガ
ン
は
そ
れ
を
補
う
史
料
と
し
て
、
フ
ァ

フ
リ
ー
・
ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
の
編
纂
に
よ
る
ペ
ル
シ
ャ
語
詩
人
伝
『
ス

ル
タ
ン
た
ち
の
庭
園
』（
一
五
二
三
）
を
挙
げ
て
い
る
。
前
章
で

述
べ
た
よ
う
に
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
脱
出
後
の
ト
ガ
ン
は
パ
リ
へ
至

る
が
、
彼
は
わ
ず
か
な
滞
在
の
合
間
に
国
立
図
書
館
で
ア
ラ
ビ
ア

語
・
ペ
ル
シ
ャ
語
写
本
を
調
査
し
て
い
た）

81
（

。
論
文
④
で
ト
ガ
ン
は

こ
の
時
調
査
し
た
と
思
わ
れ
る
同
書
の
写
本
（BnF

, 
Supplém

ent Persan , N
o. 320

）
か
ら
、
グ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー

デ
ィ
ー
を
贈
ら
れ
た
際
に
シ
ャ
イ
バ
ク
へ
敬
意
を
表
し
て
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
以
下
の
ペ
ル
シ
ャ
語
詩
を

引
用
し
て
い
る
。

「
庭
に
あ
る
ス
イ
セ
ン
の
茎
は
黄
金
の
冠
﹇
バ
ラ
﹈
の
重
み

に
酔
い
し
れ
／
黄
金
の
冠
は
世
捨
て
の
ダ
ル
ヴ
ィ
ー
シ
ュ
の

頭
を
痛
め
つ
け
る
」

ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
が
ダ
ル
ヴ
ィ
ー
シ
ュ
と
し
て
の
多
才
さ
や
優
雅
さ

を
称
え
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
お
け
る
「
世
捨
て
の
ダ
ル
ヴ
ィ
ー

シ
ュdarvīsh-e s

4āheb-e tark

」
と
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

ミ
ー
ン
そ
の
人
で
あ
る
と
ト
ガ
ン
は
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
の
神

秘
主
義
的
な
自
己
表
現
か
ら
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
と
シ
ャ

イ
バ
ク
と
の
王
権
観
の
共
通
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
ト
ガ
ン
は
「
無
比
のbī-naz

4īr

」
と
い
う
ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
の
賛
辞

に
注
目
し
、
こ
の
詩
が
ヘ
ラ
ー
ト
や
北
イ
ン
ド
境
域
に
お
い
て
も

好
評
を
博
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
。
か
く
し
て
彼
は
、
当
時
の
カ

ザ
ン
が
マ
ー
ワ
ラ
ー
ア
ン
ナ
フ
ル
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ラ
ー
ト
と
も

文
化
的
に
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
っ

た）
82
（

。前
述
の
よ
う
に
、『
ト
ル
コ
人
と
タ
タ
ー
ル
人
の
歴
史
』
で
の

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
に
対
す
る
ト
ガ
ン
の
評
価
は
低
く
、
そ

も
そ
も
文
人
君
主
と
し
て
の
側
面
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
論
文
④
に
お
け
る
高
評
価
は
ま
さ
に
大
転
換
と
呼
べ
る
も



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
九
五
（
一
九
五
）　

の
で
あ
る
。
本
節
で
取
り
上
げ
た
シ
ャ
イ
バ
ク
と
の
文
化
的
交
友

と
い
う
文
脈
か
ら
こ
の
人
物
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
ト
ガ
ン
の

理
解
は
、「
恐
ら
く
カ
ザ
ン
史
の
最
も
光
輝
な
時
代
は
こ
の
人

﹇
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
﹈
の
時
代
で
あ
る
。
彼
の
名
は
、
政

治
的
活
動
に
よ
っ
て
も
文
明
的
活
動
に
よ
っ
て
も
中
央
ア
ジ
ア
で

知
ら
れ
て
い
た
」）

83
（

と
い
う
記
述
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
と
シ
ャ
イ
バ
ク
と
の
間
に
見
ら
れ
る

文
化
的
交
友
は
明
ら
か
に
高
尚
な
部
類
に
属
し
、
前
節
で
検
討
し

た
生
活
に
根
差
す
ト
ル
コ
文
化
と
は
本
来
相
容
れ
な
い
は
ず
で
あ

る
。
ト
ガ
ン
が
Ｙ
Ｔ
に
お
い
て
こ
の
矛
盾
を
ど
う
消
化
し
た
か
は

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
一
九
三
二
年
の
論
文
で
は
テ
ィ

ム
ー
ル
を
例
に
後
者
を
優
先
さ
せ
て
い
る）

84
（

。
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
文
化
的
諸
相
が
イ
デ
ィ
ル
沿
岸
地
域
と
ト
ル
キ
ス
タ
ン

と
の
媒
介
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
を
ト
ガ
ン
が
重
視
し
た
点
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

三　

イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
と
の
対
立
と
そ
の
背
景

（
一
）「
独
立
タ
タ
ー
ル
文
明
」
へ
の
拒
絶

前
章
で
は
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る
二
篇
の
論
文
、
特
に
シ
ャ
イ
バ
ク
・

ハ
ン
の
詩
集
を
題
材
と
し
て
、
ト
ガ
ン
の
文
化
観
を
考
察
し
た
。

端
的
に
い
う
と
そ
れ
は
、
地
域
や
時
代
の
差
を
超
え
、
自
身
の
経

験
と
も
重
な
る
文
化
的
共
通
性
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
特
徴
を
求
め

た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
こ
う
し
た
普
遍
性
と
対
峙
す
る
特

殊
性
へ
の
ト
ガ
ン
の
反
応
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ト
ガ
ン
は
論
文
④
で
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン-

シ
ャ
イ
バ
ク

間
の
交
流
を
称
え
た
後
、
こ
う
し
た
交
流
が
徐
々
に
力
を
失
う
様

子
を
追
っ
て
い
る）

85
（

。
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
ロ
シ
ア
移
民

の
進
出
と
そ
れ
に
伴
う
ロ
シ
ア
文
化
の
台
頭
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文

化
の
衰
退）

86
（

な
ど
の
諸
条
件
の
も
と
、
イ
デ
ィ
ル
地
域
に
は
「
小
部

族
の
文
章
語ufak kabile edebî lisanları

」
の
誕
生
す
る
環
境

が
整
っ
た
。
か
く
し
て
タ
タ
ー
ル
方
言
が
文
章
語
の
地
位
を
獲
得

し
は
じ
め
、「
独
立
タ
タ
ー
ル
文
明m

üstakil T
atar 

m
edeniyeti

」
が
登
場
し
た
と
ト
ガ
ン
は
批
判
す
る
。
こ
の
文
明

は
一
九
世
紀
末
以
来
、
カ
ザ
フ
草
原
・
シ
ベ
リ
ア
と
ロ
シ
ア
と
の

間
で
タ
タ
ー
ル
商
人
が
担
っ
た
中
継
交
易
の
繁
栄
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
、
拡
大
し
て
い
っ
た）

87
（

。
し
か
し
鉄
道
網
の
拡
大
に
よ
り
、
二

〇
世
紀
初
頭
に
ロ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
が
ア
ジ
ア
市
場
へ

直
接
流
れ
込
む
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
基
盤
は
失
わ
れ
、「
独
立

タ
タ
ー
ル
文
明
」
は
地
域
的
な
存
在
へ
転
落
し
て
い
っ
た
と
さ
れ

る）
88
（

。
そ
し
て
「
イ
デ
ィ
ル
・
ト
ル
コ
人
た
ち
も
歴
史
的
な
道
へ
再

帰
し
、
再
び
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ト
ル
コ
人
の
文
明
活
動
の
一
員
と

な
る
必
要
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
諸
事
件
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
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ミ
ー
ン
・
ハ
ン
と
シ
ャ
イ
バ
ク
・
ハ
ン
と
の
方
針
が
非
常
に
正
し

い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
締

め
く
く
り
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
明
へ
の
歴
史
的
回
帰
を
訴
え
た
の

で
あ
る）

89
（

。

こ
の
よ
う
に
論
文
④
の
終
盤
か
ら
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
の
紐

帯
を
放
棄
し
な
い
よ
う
、
タ
タ
ー
ル
人
に
対
し
ト
ガ
ン
が
釘
を
刺

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
分
離
志
向
に
対
す
る

警
戒
感
は
、
論
文
①
・
⑬
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
ト
ガ
ン
は
、

ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
に
よ
る
分
割
統
治
に
よ
っ
て
地
域
的
な
「
部
族
方

言
」
が
公
用
語
と
な
り
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
共
通
文
章
語
は
葬
り

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る）

90
（

。
実
は
ト
ガ

ン
は
Ｙ
Ｔ
に
お
い
て
「
文
明
」
と
「
文
化
」
を
混
用
す
る
傾
向
に

あ
る
が
、
口
語
と
し
て
の
「
方
言şive/lehçe
」
と
文
章
語
と
し

て
の
「
言
語lisan

」
は
か
な
り
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
の

使
い
分
け
は
論
文
①
の
仏
・
独
語
訳
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
部

族
レ
ベ
ル
の
前
者
が
そ
の
上
位
に
あ
る
後
者
に
取
っ
て
代
わ
る
こ

と
を
拒
絶
す
る
ト
ガ
ン
の
意
識
の
表
れ
と
し
て
無
視
し
え
な
い）
91
（

。

第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
連
邦
国
家

制
を
掲
げ
た
組
織
で
あ
る
。
実
際
ト
ガ
ン
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
定

義
を
試
み
た
論
文
⑩
に
お
い
て
、
一
九
一
八
年
夏
の
連
邦
構
想
を

振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
西
部
に
バ
シ

コ
ル
ト
ス
タ
ン
東
南
部
を
加
え
た
西
カ
ザ
フ
管
区округ

、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
東
部
に
相
当
す
る
東
カ
ザ
フ
管
区
、
旧
ト
ル
キ
ス
タ
ン

総
督
府
の
領
域
に
旧
ブ
ハ
ラ
・
ヒ
ヴ
ァ
両
ハ
ン
国
を
加
え
た
タ

シ
ュ
ケ
ン
ト
管
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）

92
（

。
三
管
区
が

そ
れ
ぞ
れ
、
バ
シ
キ
ー
ル
自
治
政
府
、
ア
ラ
シ
ュ
・
オ
ル
ダ
、
そ

し
て
チ
ョ
カ
イ
が
首
班
を
務
め
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
自
治
政
府
を
叩

き
台
と
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
独
立

タ
タ
ー
ル
文
明
」
の
存
在
が
、
文
化
的
一
体
性
や
連
邦
制
構
想
を

脅
か
す
も
の
と
し
て
ト
ガ
ン
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

（
二
）
書
簡
に
見
る
対
立

で
は
こ
の
批
判
は
具
体
的
に
誰
へ
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
に
対
し
有
益
な
史
料
は
、
ト
ガ
ン
自
身
を
含
む
亡

命
者
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
書
簡
の
意
義
に
つ
い
て
は
既
に
前
稿
で

述
べ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
内
部
対
立
の
事
情
が
挙
げ
ら
れ
る）

93
（

。

ト
ガ
ン
が
Ｙ
Ｔ
で
露
わ
に
し
た
タ
タ
ー
ル
人
へ
の
対
抗
意
識
に

つ
い
て
、
彼
と
並
ぶ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
実
力
者
で
あ
っ
た
チ
ョ
カ
イ
は
興

味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
一
九
二
八
年
初
頭
以
来
ト
ガ
ン
と
対

立
を
深
め
て
い
た）

94
（

チ
ョ
カ
イ
は
、
プ
ロ
メ
テ
連
盟
関
係
者
や
他
地

域
の
指
導
的
亡
命
者
た
ち
と
頻
繁
に
書
簡
を
交
わ
し
、
ト
ガ
ン
批

判
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
悪
化
に
つ
い
て
は
別
の
機



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
九
七
（
一
九
七
）　

会
に
検
討
す
る
と
し
て
、
本
節
で
は
関
係
す
る
書
簡
を
と
り
あ
げ

た
い
。

チ
ョ
カ
イ
は
レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
に
宛
て
た
長
編
の
書
簡
（
一
九

二
九
年
二
月
二
七
日
付
）
で
、
ト
ガ
ン
と
イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
運

動
を
指
導
し
た
イ
ス
ハ
キ
ー
と
の
対
立
に
触
れ
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
ザ
ッ
キ
・
ベ
イ
は
こ
の
﹇
イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル-

ク
リ
ミ

ア
共
同
﹈
戦
線
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
タ

タ
ー
ル
人
を
信
用
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
（
略
）
ザ
ッ
キ
・

ベ
イ
の
議
論
は
以
下
の
通
り
で
す
。
①
一
九
一
八
年
に
タ

タ
ー
ル
人
た
ち
は
参
謀
本
部
ア
ジ
ア
局
の
組
織
化
を
支
持
し

ま
し
た
が
、
ザ
ッ
キ
・
ベ
イ
と
彼
の
支
持
者
た
ち
は
こ
れ
に

反
対
で
し
た
。（
②
略
）
③
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
は
一
般
に

「
チ
ャ
ガ
タ
イ
文
化
」
を
認
め
ず
、
ト
ル
コ
世
界
に
お
け
る

真
の
民
族
文
化
は
三
つ
あ
る
の
み
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
、
彼

ら
タ
タ
ー
ル
人
、
小
ア
ジ
ア
・
ト
ル
コ
人
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
人
で
す
。（
④
略
）
⑤
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
は
「
バ
ス

マ
チ
運
動
」
を
民
族
運
動
と
は
見
な
し
ま
せ
ん
」）

95
（

ト
ガ
ン
が
チ
ョ
カ
イ
自
身
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
引
用
し
た
と
い

う
こ
の
指
摘
は
、
前
者
の
タ
タ
ー
ル
人
に
対
す
る
意
識
を
物
語
っ

て
い
る
。
⑤
が
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
形
成
過
程
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
は
③
で
あ
る
（
①

は
後
述
）。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｙ
Ｔ
に
お
い
て
ト
ガ
ン
が

重
視
し
た
の
は
純
ト
ル
コ
語
や
日
常
生
活
上
の
ト
ル
コ
的
な
慣
習

に
基
づ
き
、
イ
デ
ィ
ル
沿
岸
地
域
を
も
内
包
す
る
文
化
で
あ
っ
た
。

し
か
し
チ
ョ
カ
イ
の
指
摘
か
ら
は
、「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
チ
ャ
ガ

タ
イ
）
対
タ
タ
ー
ル
」
と
い
う
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
を
ト
ガ

ン
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

約
一
か
月
後
（
一
九
二
九
年
四
月
五
日
）
に
プ
ロ
メ
テ
連
盟
と

関
係
の
深
か
っ
た
駐
パ
リ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
武
官
ヴ
ォ
ジ
ミ
エ

シ
ュ
・
ド
ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
（
一
八
九
二-

一
九
四
二
）
に
宛
て
た

書
簡
で
も
、
チ
ョ
カ
イ
は
ト
ガ
ン
に
よ
る
対
立
の
扇
動
を
非
難
し

て
い
る
。
チ
ョ
カ
イ
は
前
述
の
五
点
を
再
び
挙
げ
る
が
、
ト
ガ
ン

が
頑
な
に
反
タ
タ
ー
ル
的
態
度
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
に
問
題
が

深
刻
化
し
た
原
因
を
求
め
た）

96
（

。
さ
ら
に
チ
ョ
カ
イ
に
よ
る
ト
ガ
ン

批
判
は
、
イ
ス
ハ
キ
ー
派
の
タ
タ
ー
ル
人
オ
マ
ル
・
テ
レ
グ
ロ
フ

（
一
八
八
四-

一
九
三
八
）
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
二
九
年
三
月

七
日
付
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
レ
ス
ー
ル
ザ
ー

デ
宛
書
簡
を
引
用
し
た
こ
の
書
簡
で
チ
ョ
カ
イ
は
、「
彼
﹇
ト
ガ

ン
﹈
の
活
動
や
振
る
舞
い
は
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
見
て
非
難
す
べ

き
も
の
で
す
」、「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
ザ
ッ
キ
・
ヴ
ァ
リ
ー
ド
フ

﹇
ト
ガ
ン
﹈
は
、
偽
造
や
捏
造
に
至
る
ま
で
の
ど
ん
な
汚
ら
わ
し
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一
九
八
（
一
九
八
）　

い
手
段
を
も
憚
ら
ず
に
、
我
々
の
団
結
の
紛
う
こ
と
な
き
崩
壊
に

向
け
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
つ
つ
、
ト
ガ
ン
と
の
決
別
、

さ
ら
に
は
イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
と
の
相
互
承
認
を
表
明
し
た
の

で
あ
っ
た）

97
（

。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
ト
ガ
ン
が
組
織
を
去
っ
た

（
事
実
上
の
追
放
）
一
九
二
九
年
五
月
に
チ
ョ
カ
イ
ら
Ｔ
Ｍ
Ｂ
メ

ン
バ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
で
イ
ス
ハ
キ
ー
と
会
談
し
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、

イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
、
ク
リ
ミ
ア
各
亡
命
組
織
に
よ
る
共
通
戦
線

の
形
成
に
合
意
す
る
に
至
っ
た）

98
（

。

（
三
）
ト
ガ
ン
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
か

両
者
の
接
近
は
ト
ガ
ン
に
と
っ
て
痛
手
で
あ
っ
た
。
彼
は
Ｔ
Ｍ

Ｂ
を
離
脱
し
て
間
も
な
く
、
プ
ロ
メ
テ
連
盟
を
統
括
す
る
ホ
ウ
フ

コ
に
宛
て
て
以
下
の
よ
う
に
申
し
立
て
て
い
る
（
一
九
二
九
年
六

月
一
五
日
）。

「
チ
ョ
カ
エ
フ
﹇
チ
ョ
カ
イ
﹈
は
、
所
謂
ウ
ラ
ル
・
ヴ
ォ
ル

ガ
国
家
の
承
認
（
略
）
に
基
づ
い
て
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
の
う

ち
ア
ヤ
ズ
・
イ
ス
ハ
キ
ー
派
と
あ
か
ら
さ
ま
に
接
近
し
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
バ
シ
キ
リ
ア
﹇
バ
シ
コ
ル

ト
ス
タ
ン
﹈
を
ト
ル
キ
ス
タ
ン
連
邦
の
構
成
か
ら
除
外
し
、

そ
れ
を
（
当
の
バ
シ
キ
ー
ル
人
の
意
思
に
反
し
て
）
カ
ザ

ン
・
タ
タ
ー
リ
ア
﹇
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
﹈
に
帰
属
さ
せ
る
こ

と
に
基
づ
く
こ
と
と
同
義
で
あ
り
ま
す
」）

99
（

こ
れ
ま
で
本
稿
で
は
、
ト
ガ
ン
が
タ
タ
ー
ル
人
（
文
化
）
に
よ

る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
文
化
）
か
ら
の
離
脱
を
強
く
批
判
し
た
こ
と

に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
右
の
引
用
文
は
逆
に
、
バ
シ

キ
ー
ル
人
自
身
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
除
外
さ
れ
る
憂
き
目
に

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
バ
シ
キ
ー
ル
人
が
ト
ル
キ

ス
タ
ン
連
邦
の
構
成
単
位
と
な
り
う
る
か
、
換
言
す
れ
ば
ト
ガ
ン

は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
た
り
う
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
読
み
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
も
そ
も
ト
ガ
ン
が
Ｔ
Ｍ
Ｂ
指
導
者
に
選
出

さ
れ
た
経
緯
自
体
が
彼
を
部
外
者
と
み
な
す
根
拠
と
な
り
う
る
。

第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
末
に
ブ
ハ
ラ
へ
逃
れ
た

ト
ガ
ン
は
こ
の
地
で
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
組
織
化
を
進
め
た
。
翌
年
七
月
に

Ｔ
Ｍ
Ｂ
は
中
央
委
員
長
選
出
に
取
り
か
か
る
が
、
地
域
・
民
族
間

の
不
和
や
ブ
ハ
ラ
人
内
部
の
対
立
の
た
め
候
補
者
を
絞
り
き
れ
な

か
っ
た
。
や
む
な
く
第
三
者
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
ト
ガ
ン
が
中
央

委
員
長
の
座
に
就
い
た）

100
（

。
つ
ま
り
誰
に
と
っ
て
も
等
し
く
部
外
者

に
当
た
る
こ
と
こ
そ
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
・
タ
ジ
ク
知
識
人
の
結
束
の

欠
如
と
相
ま
っ
て
、
ト
ガ
ン
の
選
出
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
事
実
ト
ガ
ン
は
亡
命
し
た
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、

「
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
ト
ッ
プ
が
バ
シ
キ
ー
ル
人
で
あ
る
こ
と
は
ウ
ズ
ベ
ク



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

一
九
九
（
一
九
九
）　

人
の
不
名
誉
で
あ
る
」
と
い
う
イ
ス
ハ
キ
ー
派
の
流
言
に
直
面
す

る）
101
（

。
こ
の
よ
う
に
バ
シ
キ
ー
ル
人
と
い
う
彼
の
出
自
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ

指
導
者
と
し
て
の
正
当
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
第
二
章
で
論
じ
た
ト
ガ
ン
の
文
化
観
は

単
な
る
自
身
の
研
究
成
果
の
披
露
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
結
論
に
達
す
る
。
そ
の
真
意
は
第
一
に
、
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
イ

デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
と
の
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
に
お
い
て
ト

ル
キ
ス
タ
ン
の
文
化
的
一
体
性
を
強
調
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ

の
一
体
性
に
自
身
の
経
験
や
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
の
事
例
を

結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
地
域
／
バ
シ

キ
ー
ル
人
・
タ
タ
ー
ル
人
を
ト
ル
キ
ス
タ
ン
／
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人

と
い
う
地
域
的
・
民
族
的
概
念
に
組
み
込
む
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ

う
。（

四
）
文
化
自
治
へ
の
反
対

Ｔ
Ｍ
Ｂ
を
離
脱
し
た
ト
ガ
ン
は
そ
の
後
独
自
の
活
動
を
模
索
す

る
が
、
一
九
三
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ト
ル
コ
歴
史
学
大
会

に
お
い
て
「
ト
ル
コ
史
テ
ー
ゼ
」
を
批
判
し
た
た
め
、
ウ
ィ
ー
ン

へ
去
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
彼
は
自
身
に
向
け
ら
れ
た
批
判

に
応
じ
る
べ
く
『
一
七
の
砂
中
都
市
と
サ
ド
リ
・
マ
ク
ス
ー

デ
ィ
ー
・
ベ
イ
』（
一
九
三
四
：
以
下
、『
砂
中
都
市
』
と
表
記
）

を
著
し
て
い
る
。
同
書
の
主
な
論
点
の
う
ち
、
大
会
会
期
中
に
突

如
表
明
し
た
ダ
ー
リ
ュ
ル
フ
ュ
ヌ
ー
ン
辞
任
を
巡
る
経
緯
や
、
イ

デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
の
主
要
人
物
で
あ
り
、「
ト
ル
コ
史
テ
ー

ゼ
」
形
成
の
一
端
を
担
っ
た
サ
ド
リ
・
マ
ク
ス
ー
デ
ィ
ー
（
一
八

七
九-

一
九
五
七
）
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
歪
曲
に
つ
い
て
は
前
稿

で
論
じ
た）

102
（

。
本
節
で
は
残
っ
た
最
後
の
論
点
で
あ
る
イ
デ
ィ
ル
・

ウ
ラ
ル
派
と
の
対
立
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
が
考
察

し
て
き
た
諸
問
題
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
砂
中
都
市
』
で
ト
ガ
ン
は
ま
ず
ロ
シ
ア
革
命
当
時
を
振
り
返

る
。
ト
ガ
ン
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
知
識
人

た
ち
は
全
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
大
会
（
一
九
一
七
年
五
月
・
モ
ス

ク
ワ
）
な
ど
の
政
治
集
会
で
民
族
別
に
よ
る
領
土
的
自
治
に
基
づ

く
連
邦
国
家
制
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
タ

タ
ー
ル
人
が
主
張
し
た
の
が
、
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
は
ロ
シ
ア
国

家
に
留
ま
り
、
文
化
的
自
治
の
み
を
享
受
す
べ
き
と
い
う
単
一
主

義
で
あ
る）

103
（

。『
砂
中
都
市
』
に
よ
れ
ば
、
後
者
の
主
張
は
民
族
生

活
の
核
を
宗
教
と
言
語
と
の
保
持
に
求
め
、
帝
政
期
の
制
度
を
引

き
継
ぐ
ウ
フ
ァ
宗
務
評
議
会
や
革
命
後
に
組
織
さ
れ
た
民
族
管
理

局
（
代
表
は
マ
ク
ス
ー
デ
ィ
ー
）
が
ロ
シ
ア
全
土
の
ム
ス
リ
ム
の

文
化
自
治
を
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
文
化

自
治
論
は
、
政
治
的
に
は
中
央
集
権
的
単
一
国
家
へ
の
参
加
を
意
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二
〇
〇
（
二
〇
〇
）　

味
す
る
た
め
、
バ
シ
キ
ー
ル
人
が
領
域
自
治
を
志
向
す
る
こ
と
は
、

明
確
な
「
反
乱
」
と
み
な
さ
れ
た
と
ト
ガ
ン
は
批
判
し
て
い
る）

104
（

。

ト
ガ
ン
は
タ
タ
ー
ル
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ス
ト
の
妨
害
に
よ
っ
て
バ
シ

コ
ル
ト
ス
タ
ン
自
治
運
動
が
絶
え
ず
阻
害
さ
れ
た
こ
と
を
幾
度
も

例
証
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
前
々
節
の
レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
宛

書
簡
の
中
で
①
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
民
族
軍
の
編
成
に
関
す
る
問

題
で
あ
る
。
ト
ガ
ン
は
一
九
一
八
年
六
月
よ
り
バ
シ
キ
ー
ル
軍
を

再
編
し
て
、
ア
ラ
シ
ュ
・
オ
ル
ダ
政
府
の
カ
ザ
フ
軍
と
の
間
で
合

同
司
令
部
の
設
置
を
試
み
た
。
こ
れ
に
対
し
イ
ス
ハ
キ
ー
一
派
は

同
年
九
月
に
ウ
フ
ァ
で
催
さ
れ
て
い
た
白
系
臨
時
政
府
合
同
会
議

Уф
имское государственное совещ

ание
に
接
近
し
、
両
軍
を

そ
の
ア
ジ
ア
部
と
し
て
従
属
さ
せ
、
自
身
ら
は
軍
ム
フ
テ
ィ
ー
と

し
て
移
管
後
の
部
隊
で
影
響
力
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際

ト
ガ
ン
ら
の
説
得
に
当
た
っ
た
イ
ス
ハ
キ
ー
派
の
タ
タ
ー
ル
人
将

校
は
「
一
種
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
当

時
ロ
シ
ア
の
支
配
を
脱
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
な
ぞ
ら
え
、
ト

ガ
ン
を
分
離
主
義
者
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
か
く
し
て
合
同
司

令
部
の
試
み
は
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た）

105
（

。

こ
の
事
件
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ト
ガ
ン
の
批
判
は
、
イ
デ
ィ

ル
・
ウ
ラ
ル
派
が
常
に
バ
シ
キ
ー
ル
人
や
カ
ザ
フ
人
、
ト
ル
キ
ス

タ
ン
人
ら
に
対
し
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
向
け
ら

れ
て
い
る）

106
（

。
彼
は
イ
ス
ハ
キ
ー
の
論
文
を
引
き
つ
つ
、
文
化
的
自

治
へ
の
不
参
加
が
民
族
的
背
信
と
さ
れ
る
一
方
、
領
域
自
治
の
獲

得
が
タ
タ
ー
ル
文
明
の
分
裂
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い

た）
107
（

。ト
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
は
亡
命
後
も
密
告

や
中
傷
に
従
事
し
た）

108
（

。
ト
ガ
ン
は
そ
れ
ら
に
応
じ
ず
に
い
た
が
、

や
む
な
く
文
化
交
流
や
協
力
の
可
能
性
を
Ｙ
Ｔ
で
打
ち
出
し
た
。

本
稿
で
は
前
者
を
取
り
上
げ
た
が
、『
砂
中
都
市
』
で
ト
ガ
ン
は

タ
タ
ー
ル
人
が
バ
シ
キ
ー
ル
人
や
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
と
協
力
し
う

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
特
に
ト
ガ
ン
が
注
目
し
た
の
は
、
綿

花
や
灌
漑
農
業
な
ど
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
経
済
的
可
能
性
で
あ
る
。

彼
は
タ
タ
ー
ル
人
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
中
で
も
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ

の
移
住
を
促
す
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
ト
ル
コ
系
住
民
の
人

口
密
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た）

109
（

。

こ
の
よ
う
に
ト
ガ
ン
は
タ
タ
ー
ル
人
全
体
を
敵
視
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
親
友
で
も
あ
る
亡
命
タ
タ
ー
ル
人
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
ー
・
バ
ッ
タ
ル
（
一
八
八
三-

一
九
六
九
）
宛
一
九
三
五
年
六

月
三
〇
日
付
書
簡
で
も
、「
小
生
は
決
し
て
タ
タ
ー
ル
人
の
敵
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
「
小
生
の

考
え
る
と
こ
ろ
、
カ
ザ
ン
人
は
ト
ル
コ
民
族
の
最
も
有
能
で
腕
の

立
つ
部
分
で
あ
り
ま
す
」
と
タ
タ
ー
ル
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
評



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

二
〇
一
（
二
〇
一
）　

価
す
る
が
、「
彼
ら
は
、
彼
ら
の
現
「
指
導
者
」﹇
イ
ス
ハ
キ
ー
﹈

た
ち
が
彼
ら
に
示
し
た
誤
っ
た
道
を
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
残

り
全
て
の
ト
ル
コ
人
の
精
神
的
指
導
者
、
長
兄
に
な
ろ
う
と
す
る

空
想
を
絶
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
説
く
よ
う
に
、
イ
ス
ハ
キ
ー

派
に
対
し
タ
タ
ー
ル
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
放
棄
を
訴
え
て
い
る）

110
（

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ロ
シ
ア
革
命
に
端
を
発
す
る
ト
ガ
ン
と

イ
デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
と
の
対
立
は
、
ト
ガ
ン
の
文
化
観
や
連
邦

主
義
に
影
を
落
と
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
Ｔ
Ｍ
Ｂ
内

に
お
け
る
彼
の
正
当
性
と
も
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
ト

ガ
ン
は
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
の
文
化
自
治
論
を
批
判
し
続
け
た
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
Ｙ
Ｔ
で
の
論
文
お
よ
び
関
連
史
料
を
足
掛
か
り
と
し

て
、
ト
ガ
ン
の
文
化
観
や
そ
の
障
害
と
な
る
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
と
の

対
決
を
考
察
し
て
き
た
。
シ
ャ
イ
バ
ク
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
彼
の
是
と
す
る
文
化
は
日
常
生
活
や
ト
ル
コ
的
慣
習
に
根
差

し
、
彼
自
身
の
経
験
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ト
ガ

ン
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
を
文
人
君
主
と
し
て
高
く
評
価
し
、

イ
デ
ィ
ル
沿
岸
地
域
と
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
の
文
化
的
交
流
の
意
義

を
強
調
し
た
。

そ
の
反
面
、「
独
立
タ
タ
ー
ル
文
明
」
や
部
族
方
言
の
台
頭
と

い
う
文
化
的
一
体
性
を
損
ね
る
事
態
に
対
し
て
ト
ガ
ン
は
強
く
反

対
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
革
命
以
来
続
く
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
イ

デ
ィ
ル
・
ウ
ラ
ル
派
と
の
対
決
を
反
映
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
背

景
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る
ト
ガ
ン
の
論
文
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ

の
理
念
で
あ
る
領
域
自
治
・
連
邦
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と

を
ま
ず
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
さ
ら
に
、
バ
シ
キ
ー
ル

人
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
に
含
ま
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
に
ま

で
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、「
民

族
・
共
和
国
境
界
画
定
」
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
地
域
概
念
と
し

て
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
、
Ｙ
Ｔ
を
通
じ
再
構
築
す
る
試
み
で
あ
っ

た
と
も
言
え
る
。
ま
た
Ｙ
Ｔ
創
刊
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
ト
ガ
ン
、

チ
ョ
カ
イ
の
不
平
の
申
し
立
て
先
が
示
す
よ
う
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
活

動
や
イ
ス
ハ
キ
ー
派
と
の
対
立
が
プ
ロ
メ
テ
連
盟
と
の
や
り
取
り

の
中
で
進
ん
だ
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
従
っ
て
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る

ト
ガ
ン
の
諸
論
文
は
、
元
革
命
家
、
亡
命
運
動
指
導
者
、
ト
ル
コ

史
研
究
者
、
そ
し
て
バ
シ
キ
ー
ル
人
と
い
う
側
面
が
複
雑
に
絡
み

あ
い
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
立
場
と
同
時
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
と
し
て
の
自

身
の
正
当
性
を
主
張
す
る
試
み
の
産
物
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら

れ
よ
う
。

一
方
で
、
本
稿
で
は
論
じ
る
機
会
の
な
か
っ
た
Ｙ
Ｔ
に
お
け
る



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
〇
二
（
二
〇
二
）　

ト
ガ
ン
の
政
治
経
済
観
（
論
文
⑥
・
⑧
・
⑭
な
ど
）
や
文
字
改
革

を
巡
る
議
論
（
論
文
⑰
）
を
彼
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
観
と
結
び
つ
け

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ト
ガ
ン
や
チ
ョ

カ
イ
、
イ
ス
ハ
キ
ー
ら
亡
命
者
の
大
半
は
そ
の
後
祖
国
帰
還
を
果

た
す
こ
と
な
く
そ
の
生
涯
を
終
え
る
。
従
っ
て
、
祖
国
と
の
決
定

的
な
断
絶
に
よ
っ
て
彼
ら
の
描
い
た
地
域
概
念
が
ど
れ
ほ
ど
現
実

か
ら
乖
離
し
た
か
も
追
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結
果
的
に
ト
ガ
ン
は
イ
ス
ハ
キ
ー
派）

111
（

に
加
え
、
チ
ョ
カ
イ
と
も

対
立
し
Ｔ
Ｍ
Ｂ
を
去
っ
た）

112
（

。
後
者
と
の
対
立
に
つ
い
て
は
別
稿
で

論
じ
る
こ
と
と
し
て
、
彼
は
Ｔ
Ｍ
Ｂ
に
お
い
て
バ
シ
キ
ー
ル
人
や

タ
タ
ー
ル
人
を
内
包
す
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
人
意
識
の
創
出
に
成
功

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
亡
命
者
と
し
て
の
彼
の
生
命
が
こ
れ
で
終

わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
九
年
に
帰
国
を
果
た
し
た
ト
ガ

ン
は
ト
ル
コ
で
の
活
動
を
再
開
す
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
ト
ル
コ
国
内
外
の
情
勢
は
混
迷
を
極
め
て
ゆ
く
。
そ
の
中

で
彼
は
「
人
種
主
義
・
ト
ゥ
ラ
ン
主
義
裁
判
事
件
」
を
通
じ
、
独

自
の
民
族
主
義
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

註（1
）　

ト
ル
コ
亡
命
以
前
に
お
け
る
彼
の
経
歴
に
関
し
て
は
拙
稿

「
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
か
ら
見
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ

デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
ト
ル
コ
史
研
究
と
歴
史
観
」『
日
本
中
央
ア
ジ
ア

学
会
報
』
一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）、
二
三
頁; T

uncer Bayka-
ra, Zeki V

elidî T
ogan, A

nkara, 1989, s. 1-16; aynı yazar, 

“Togan, A
hm

et Zeki V
elidi,

” T
ürkiye D

iyanet V
akfı 

I

・slâm
 A

nsiklopedisi

（D
I

・A: http://w
w

w
.islam

ansiklope-
disi.info

）, c. 41, s. 209-210; Charles H
ostler, T

he T
urks of 

Central A
sia, W

estport, Conn., 1993, pp. 180-181

な
ど
を

参
照
。

（
2
）　

二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
主
要
な
ト
ガ
ン
研
究
に
つ
い
て
は

A
hat Salihov, 

“Prof. D
r. A

hm
et Zeki V

elidi T
oganʼın 

Faaliyetlerini I ・ncelem
e T

arihinden,

” A. M
elek Ö

zyetgin 
vs.

（haz.

）, T
arihten Bugüne Başkurtlar, I ・stanbul, 2008, s. 

19-24.

（
3
）　М

. Н
. Ф

архш
атов. Заки Валиди Тоган: ж

изнь и творчество 
в первый период эмиграции

（1923-1948 гг.

）（
東
洋
文
庫
特
別

講
演
会
二
〇
一二
年
一一
月
二
〇
日
）
で
の
発
言
。

（
4
）　

С. М
. И

схаков. А
хм

ед- Закки Валидов// Вопросы 
истории. 2003

（10

）. стр. 147-159; С. М
. И

схаков. Русские 
евразийцы

 и А
. З. Валидов// Русский исторический 

сборник том. 4

（2012

）. стр. 262-268.

（
5
）　М

. Н
. Ф

архш
ат

ов. « Работать на чуж
бине, творя на 

иноземны
х язы

ках, даётся мне с больш
им трудом...» // М

. 
И

. Роднов 

（ред.

）Река врем
ени. Уф

а. 2011. С. 83-101. 
http://w

w
w

.oiru.org/im
ages/stories/Library12042012/

tim
eriver.pdf 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
五
年
三
月
一
日
、
以

下
同
様
）; M

arsil N
. Farkhshatov, 

“Ahm
et-Zeki V

alidi T
o-

gan and the T
ravel A

ccounts of A
hm

ad ibn Fadlan,

” St. 



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

二
〇
三
（
二
〇
三
）　

Petersburg A
nnual of A

sian and A
frican Studies, vol. 1

（2012

）, pp. 15-37.
（
6
）　

チ
ョ
カ
イ
に
つ
い
て
はA

bdülvahap K
ara, 

“Şokay, M
us-

tafa,
” DI

・A, c. 39, s. 217-218

こ
の
他
に
もaynı yazar, 

T
ürkistan A

teşi, I ・stanbul, 2002; M
aria J. Çokayeva, M

us-
tafa Çokay

’ın H
atıraları, I ・stanbul, 2000

（1. basım
: I ・stan-

bul, 1972
）; Bakhyt Sadykova, M

ustafa T
chokay dans le 

m
ouvem

ent prom
éthéen, Paris, 2007

な
ど
、
多
く
の
関
連
書

籍
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
で
言
及
す
る
ト
ル
コ
系
の
人

物
に
つ
い
て
は
小
松
久
男
ほ
か
（
編
）『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る

事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
の
各
項
目
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）　A

hat A
ndican, C

edidizm
’den B

a ğım
sızlı ğa H

ariçte 
T

ürkistan M
ücadelesi, I ・stanbul, 2003.

（
8
）　

小
松
久
男
「
中
央
ア
ジ
ア
の
ム
ハ
ー
ジ
ル
」
宮
治
美
江
子
（
編

著
）『
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』
明
石
書
店
、
二
〇

一
〇
年
、
一
〇
二-

一
二
五
頁
。

（
9
）　H

ostler, ibid., pp. 176-177; M
ustafa K

açalin, 
“I ・dilli, M

u-
ham

m
ed A

yaz I ・shaki,

” DI

・A, c. 21, s. 474-476.

（
10
）　

拙
稿
、
前
掲
論
文
、
二
一-

二
二
頁
。

（
11
）　

バ
シ
キ
ー
ル
自
治
運
動
の
詳
論
に
つ
い
て
は
西
山
克
典
『
ロ
シ

ア
革
命
と
東
方
辺
境
地
域
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

二
年
、
二
四
一-

三
三
〇
頁
。

（
12
）　Zeki V

elidi T
ogan, T

ürkili H
aritası ve O

na ait I

・zah-
lar, I ・stanbul, 1943, s. 16-17; aynı yazar, H

atıralar, 2. 
basım

, A
nkara, 1999

（1. basım
: I ・stanbul, 1969

）, s. 182-
183, 193-196, 275, 312-313, 318-321, 326-328, 381-382.

（
13
）　T

ogan, a.g.e., s. 480-481, 498-499, 503-504; A
ndican, a.g.e. 

s. 219-233.

（
14
）　

レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
と
そ
の
亡
命
に
つ
い
て
は
、
徳
増
克
己
「
マ

ン
メ
ド
・
ア
ミ
ン
・
ラ
ス
ル
ザ
ー
デ
著　

改
訳
『
あ
る
ト
ル
コ
民

族
主
義
者
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
革
命
の
回
想
』（
そ
の
１
）」『
静
岡
文

化
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
一
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
一
七
九-

一

八
一
頁; H

ostler, ibid., pp. 178-179; Y
avuz A

kpınar, 

“Re-
sulzâde, M

ehm
et Em

in,

” DI

・A, c. 35, s. 2-5.

（
15
）　A

ndican, a.g.e., s. 294.

（
16
）　A

ndican, a.g.e., s. 296-302, 799-800.

（
17
）　

先
駆
的
な
概
論
と
し
て
はRichard A

. W
oytak, 

“The Pro-
m

ethean M
ovem

ent in Interw
ar Poland,

” East E
uropean 

Q
uarterly, vol. 18 no. 3 

（1984

）, pp. 273-278

が
あ
る
が
、
近

年
で
はRalph Schattkow

sky, 

“Prom
etheism

us und O
s-

teuropaforschung in der Zw
eiten Polnischen Republik,

” 
Zeitschrift für O

stm
itteleuropa-Forschung, Bd. 61 H

. 4

（2012

）, S. 519-565; D
avid X

. N
oack, 

“Die polnische Bew
e-

gung des Prom
etheism

us im
 global-geschichtlichen K

on-
text 1918-1939,

” Österreichische m
ilitärische Zeitschrift, 

2/2014, S. 187-192

の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
も
研
究
が
公
刊
さ

れ
て
い
る
。

（
18
）　

例
え
ばRom

an Sm
al Stocky, 

“The Struggle of the 
Subjugated N

ations in the Soviet U
nion for Freedom

,

” 
U

krainian Q
uarterly, vol. 3 no. 4

（1947

）, pp. 324-334; Ro-
m

an Sm
al-Stocki, T

he N
ationality Problem

 of the Soviet 
U

nion and R
ussian Com

m
unist Im

perialism
, M

ilw
aukee, 



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
〇
四
（
二
〇
四
）　

1952, pp. 158-163; George N
akashidse, 

“Professor Rom
an 

Sm
al-Stocki and the Prom

ethean M
ovem

ent,

” Ukrainian 
Q

uarterly, vol. 25 no. 3

（1969

）, pp. 252-261; Stephen D
or-

ril, M
I6, N

ew
 Y

ork, 2002, pp. 185-214.

（
19
）　T

im
othy Snyder, Sketches from

 a Secret W
ar, N

ew
 

H
eaven, 2005.

（
20
）　H

iroaki K
urom

iya, Georges M
am

oulia, 

“Anti-Russian 
and A

nti-Soviet Subversion,

” E
urope-A

sia Studies, vol. 
61 no. 8

（2009

）, pp. 1422-1428, 1435-1436. 

バ
ン
マ
ト
個
人
文

書
は
現
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ａ
図
書
館
に
収
め
ら
れ

て
い
る
が
、
筆
者
が
ト
ル
コ
留
学
中
の
二
〇
一
二
年
に
訪
れ
た
際

に
は
非
公
開
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、http://library.ircica.org/default.aspx?@

＝Bam
m

ate

（
21
）　Etienne Copeaux, Erim

an T
opbaş
（çev.

）, 

“Prom
ete 

H
areketi,

” Kırım
, S. 2

（1993

）, s. 11-20; Etienne Copeaux, 

“Prom
eteci H

areket,

” Sem
ih V

aner, U
nutkan T

arih, I ・

stanbul, 1997, s. 17-52.

（
22
）　A

li A
kış, A

klım
da K

alanlar, A
nkara, 2002, s. 27-30.

（
23
）　A

ndican, a.g.e., s. 242-248.

（
24
）　A

ndican, a.g.e., s. 249-253.

（
25
）　A

ndican, a.g.e., s. 253-255.

（
26
）　M
ichał K

ow
alew

ski, 

“The Gigantic Struggle of the M
od-

ern Prom
etheus,

” W
schód, N

. 4

（1931

）, pp. 3-8; T
adeusz 

Radw
ański, 

“The Prom
ethian

﹇sic

﹈ M
ovem

ent and the Po-
tential W

ar-strength of the U
.S.S.R.,

” W
schód, N

. 24

（1936

）, 
pp. 6-9; J.R. 

“Polish Prom
ethean M

ovem
ent in the Past,

” 

W
schód, N

. 25-26

（1937

）, pp. 15-19; W
. Bąnczkow

ski, 

“Pro-
m

ethean M
atters,

” W
schód, N

. 27

（1938

）, pp. 6-9

な
ど
。

（
27
）　T

ogan, a.g.e., s. 476-477, 495-496.

（
28
）　A

ndican, a.g.e., s. 243; Snyder, op.cit., p. 41. 

ス
テ
ン
ポ

フ
ス
キ
に
つ
い
て
はE. J. Czerw

inski

（ed.

）, D
ictionary of 

P
olish L

iterature, W
estport, Conn., 1994, pp. 395-396; 

Łukasz M
ikołajew

ski, 

“From
 Center to Province,

” in 
M

ark H
ew

itson, M
atthew

 D
ʼA

uria

（eds.

）, E
urope in 

Crisis, N
ew

 Y
ork, 2012, pp. 183-197.

（
29
）　

ホ
ウ
フ
コ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、O

lgierd Górka, 

“A W
ord 

about the Late T
haddeus H

ołów
ko,

” W
schód, N

. 7-8

（1932

）, pp. 5-12.

（
30
）　A

ndican, a.g.e., s. 296.

（
31
）　A

ndican, a.g.e., s. 296, 304-307, 894. 

た
だ
し
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
仇

敵
で
あ
る
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
の
代
理
の
パ
リ
来
訪
を
連
盟
側
が

歓
迎
し
た
た
め
、
両
者
の
関
係
は
加
盟
直
後
に
悪
化
し
た
。

（
32
）　A

ndican, a.g.e., s. 303-304

（
33
）　A

ndican, a.g.e., s. 302-303.

（
34
）　M

ecm
ua I ・daresi, 

“I ・fade,

” Yeni T
ürkistan, S. 1

（1927

）, 
s. 1-2.

（
35
）　A

ndican, a.g.e., s. 303.

（
36
）　I ・m

zasız 

﹇T
ogan

﹈, 

“Yeni T
ürkistan ve Ruslar,

” Yeni 
T

ürkistan, S. 7

（1927

）, s. 2-7.
（
37
）　

九
月
に
は
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
隠
れ
蓑
と
し
て
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ト
ル

コ
人
青
年
同
盟
」
が
組
織
さ
れ
、
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
て
い

る
。A

ndican, a.g.e., s. 308-311.



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

二
〇
五
（
二
〇
五
）　

（
38
）　
「
ソ
ク
ル
カ
イ
」
は
自
身
の
属
す
る
支
族
名
で
あ
り
、
後
者
は

「
愛
す
る
し
も
べ
」
程
度
の
意
味
に
な
ろ
う
。T

ogan, a.g.e., s. 
1-2, 5-6.

（
39
）　Low

ell Bezanis, 

“Soviet M
uslim

 Em
igrés in the Repub-

lic of T
urkey,

” Central A
sian Survey, vol. 13 no. 1

（1994

）, 
pp. 160-162. 

ベ
ザ
ニ
ス
は
、
後
年
ホ
ジ
ャ
エ
フ
が
粛
清
さ
れ
た
口
実

と
し
て
Ｙ
Ｔ
の
閲
読
を
挙
げ
て
い
る
が
、
本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

彼
は
Ｔ
Ｍ
Ｂ
を
警
戒
す
る
た
め
Ｙ
Ｔ
を
独
占
的
に
閲
覧
す
る
立
場
に

あ
っ
た
。

（
40
）　A

. A
hat A

ndican, 
“Yurtdışındaki T

ürkistan M
illi 

H
areketi

’nin Sesi 

“Yeni T
ürkistan

”,” Tülay D
uran

（ed.

）, 
T

ürkistan

’ın B
a ğım

sızlı ğına H
izm

et E
den 

“Yeni 
T

ürkistan

”dan Seçilm
iş M

akaleler, I ・stanbul, 2005, s. 14.

（
41
）　

帯
谷
知
可
「
ロ
シ
ア
革
命
期
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
ト
ル

キ
ス
タ
ン
」
の
政
治
的
領
域
を
め
ぐ
っ
て
」
黒
田
卓
ほ
か
（
編
）

『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
民
族
文
化
と
歴
史
像
』
東
北
大
学
東

北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
、
七
七-
九
四
頁
。

（
42
）　M

ecm
ua I ・daresi, a.g.m

., s. 1. 

な
お
小
松
、
前
掲
論
文
、
一

一
三-

一
一
四
頁
は
Ｙ
Ｔ
現
代
語
訳
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
43
）　

小
松
久
男
『
革
命
の
中
央
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
六
年
、
二
三
三-

二
四
七
頁; 

帯
谷
、 

前
掲
論
文
、
八
七-

八

八
頁
。

（
44
）　

帯
谷
知
可
「
書
評A

rne H
augen, T

he E
stablishm

ent of 
N

ational R
epublics in Soviet Central A

sia

」『
ア
ジ
ア
経

済
』
四
六
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
一
五
六-

一
六
〇

頁; 

同
「
旧
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
の
国
境
」
岩
下
明
裕
（
編
著
）『
国

境
・
誰
が
こ
の
線
を
引
い
た
の
か
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
六
年
、
六
二-

七
一
頁
。

（
45
）　

熊
倉
潤
「
民
族
自
決
の
帝
国
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
二
五
巻

一-

二
号
（
二
〇
一
二
）、
四
一-

一
〇
四
頁；

同
「
民
族
自
決
と

連
邦
制
」『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
九
四
号
（
二
〇
一
四
）、
三-

二
一

頁
。

（
46
）　T

ogan, a.g.e., s. 481; A
ndican, a.g.e., s. 229-230.

（
47
）　A

ndican, a.g.e., s. 782-784.

（
48
）　

ソ
連
期
の
用
法
で
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
除
外
さ
れ
た
。

（
49
）　A

ndican, a.g.e., s. 277-279, 812, 817-818.

（
50
）　

小
松
、
前
掲
論
文
、
一
一
四
頁
。

（
51
）　

こ
の
他
に
、
無
署
名
論
文
一
点
（
論
文
ａ
）
も
語
彙
の
特
徴
か

ら
彼
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
52
）　

テ
リ
ー
・
マ
ー
チ
ン
、
荒
井
幸
康
ほ
か
（
訳
）『
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
帝
国
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
一

九-

一
〇
六
、
一
六
四-

二
二
七
頁
。

（
53
）　K

.M
.F. ﹇K

öprülüzade, M
ehm

et Fuat

﹈, 

“Yeni T
ürkistan,

” 
T

ürkiyat M
ecm

uası, S. 2

（1928

）, s. 555.

（
54
）　A

hm
et Zeki V

elidi, 

“Şaybak H
anʼın Şiirleri,

” Y
eni 

T
ürkistan, S. 1

（1927

）, s. 22.

（
55
）　V

elidi, a.g.m
., s. 23.

（
56
）　

た
だ
し
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
は
イ
ス
ラ
ム
法
を
完
全
に
無
視
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
相
続
時
に
被
相
続
人
の
孫
に
よ
る
代
襲
相
続
を

認
め
る
か
否
か
の
法
学
論
争
に
お
い
て
、
彼
は
「
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
ヤ
サ
」
を
イ
ス
ラ
ム
法
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
れ
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
代
襲
相
続
を
認
め
な
い
確
た



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
〇
六
（
二
〇
六
）　

る
法
的
典
拠
が
示
さ
れ
る
と
自
説
を
撤
回
し
て
い
る
。
磯
貝
健
一

「
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
・
ハ
ー
ン
と
ウ
ラ
マ
ー
達
」『
東
洋
史
研
究
』

五
二
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
）、
三
二-

六
八
頁
。

（
57
）　V

elidi, a.g.m
., s. 23.

（
58
）　

以
下
本
文
中
で
﹇　

﹈
内
に
示
し
た
写
本
の
葉
数
と
行
数
は
、

Y
akup K

arasoy, Şiban H
an D

îvânı, A
nkara, 1998

に
準
じ

た
。

（
59
）　V

elidi, a.g.m
., s. 24.

（
60
）　T

ogan, a.g.e., s. 17-18; 

小
山
浩
一
郎
（
訳
）、
山
内
昌
之

（
訳
注
）「
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
自
伝
（
3
）」『
史
朋
』

六
号
（
一
九
七
七
年
）、
一
四-
一
五
頁
。
彼
の
父
が
日
常
生
活
上

の
慣
習
を
優
先
し
た
逸
話
は
他
に
も
あ
る
が
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

（
61
）　V

elidi, a.g.m
., s. 25.

（
62
）　

た
だ
し
ミ
ル
ク
学
者
の
足
立
達
に
よ
る
と
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記

述
（『
歴
史
』
四
巻
二
節
）
か
ら
ス
キ
タ
イ
に
も
馬
乳
酒
が
存
在
し

た
と
い
う
日
本
や
ト
ル
コ
で
知
ら
れ
て
い
る
説
は
、
邦
訳
者
松
平

千
秋
や
彼
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
古
典
文
献
学
者
ら
の
過
剰
解
釈

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
彼
に
よ
る
批
判
と
馬
乳
酒
の
歴
史
的
展

開
に
つ
い
て
は
、
足
立
達
『
乳
製
品
の
世
界
外
史
』
東
北
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
四
五
六-

四
六
五
、
五
五
一-

五
五
五
、

九
一
九-

九
二
一
頁
。
な
お
バ
シ
キ
ー
ル
共
和
国
を
含
む
ユ
ー
ラ

シ
ア
各
地
の
現
代
の
馬
乳
酒
製
造
に
つ
い
て
は
、
石
井
智
美

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
お
け
る
馬
乳
酒
製
造
」『
北
海
道
民
族
学
』

一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）、
八
七-

九
五
頁
。

（
63
）　T

ogan, a.g.e., s. 29, 57, 111, 195, 350, 376 vs.

（
64
）　

ロ
シ
ア
文
化
か
ら
の
視
点
で
は
あ
る
が
、
蜂
蜜
酒
と
馬
乳
酒
に

ま
つ
わ
る
文
化
的
表
象
に
つ
い
て
は
、
沼
野
恭
子
「
蜜
酒
は
髭
を

つ
た
わ
っ
て
流
れ
て
し
ま
い
…
…
」『
Ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
』
八
二
号
（
二

〇
一
二
）、
八-

一
二
頁
。

（
65
）　V

elidi, a.g.m
., s. 24.

（
66
）　

堀
川
徹
「
シ
ャ
イ
バ
ー
ニ
ー
・
ハ
ン
と
ア
ル
ク
ー
ク
城
」『
史

林
』
六
二
巻
六
号
（
一
九
七
九
年
）、
三
九-

七
一
頁
。

（
67
）　V

elidi, a.g.m
., s. 23-24.

（
68
）　

ハ
キ
ー
ム
・
ア
タ
と
『
バ
ー
キ
ル
ガ
ー
ン
の
書
』
に
つ
い
て
は
、

Fuad K
öprülü, T

ürk E
debiyatı

’nda I

・lk M
utasavvıfl�ar, 5. 

basım
, A

nkara, 1984

（1. basım
: I ・stanbul, 1918

）, s. 88-95, 
172-174; D

evin D
eW

eese, 

“Three T
ales from

 the Central 
A

sian 

‘Book of H
akīm

 A
ta

’,” in John Renard

（ed.

）, T
ales 

of G
od

’s Friends, Berkley, 2009, pp. 121-135. 

ト
ガ
ン
が
私

淑
し
た
改
革
派
タ
タ
ー
ル
知
識
人
リ
ザ
エ
ッ
デ
ィ
ン
・
フ
ァ
フ

レ
ッ
デ
ィ
ン
（
一
八
五
九-

一
九
三
六
）
も
、
幼
少
時
の
教
育
で

用
い
た
書
物
の
一
つ
に
ハ
キ
ー
ム
・
ア
タ
の
詩
集
『
終
末
の
時
の

書
』
を
挙
げ
て
い
る
。
磯
貝
真
澄
「
19
世
紀
後
半
ロ
シ
ア
帝
国

ヴ
ォ
ル
ガ
・
ウ
ラ
ル
地
域
の
マ
ド
ラ
サ
教
育
」『
西
南
ア
ジ
ア
研

究
』
七
六
号
（
二
〇
一
二
年
）、
八-

九
頁
。

（
69
）　T

ogan, a.g.e., s. 295-296.

（
70
）　

引
用
文
を
含
む
バ
ー
ブ
ル
の
シ
ャ
イ
バ
ク
批
判
に
つ
い
て
は
、

間
野
英
二
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
２
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
、

二
三
一-

二
三
二
頁
。

（
71
）　V

elidi, a.g.m
., s. 23.

（
72
）　Zeki V

elidi T
ogan, 

“Ali Şîr N
evaî,

” T
asviri E

fkâr, 
11/2/1941; 15/2/1941; 23/2/1941; 4/3/1941; aynı yazar, 



『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ
デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景

二
〇
七
（
二
〇
七
）　

“Dr. Rıza N
urʼa Cevap,

” T
asviri E

fkâr, 15/5/1941; aynı 
yazar, 

“Baysungur M
irza, H

ayatı ve Eserleri,

” G
ökbörü, 

S. 1

（1942

）, s. 15; S. 2, s. 6.
（
73
）　

ト
ガ
ン
の
こ
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
で
取
り
上
げ

た
い
。

（
74
）　Celil Güngör, 

“Bir Belge,

” TY
B A

kadem
i, S. 12

（2014

）, 
s. 179-180.

（
75
）　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
の
事
績
に
つ
い
て
は
、W

. Bar-
thold, A

. Bennigsen, 
“K4āzān,

” E
ncyclopaedia of Islam

, 
2nd ed., vol. 4, p. 849; 

Ｇ
．
ヴ
ェ
ル
ナ
ツ
キ
ー
、
松
木
栄
三

（
訳
）『
東
西
ロ
シ
ア
の
黎
明
』
風
行
社
、
一
九
九
九
年
、
九
〇-

九
一
、
一
〇
〇-

一
〇
一
、
一
四
一
、
一
六
四
頁
。

（
76
）　A

hm
et Zeki V

elidi, T
ürk ve T

atar T
arihi, K

azan, 1912, 
s. 207-215.

（
77
）　A

hm
et Zeki V

elidi, 

“Türkistan ve I ・dil H
avzasıʼnın 

M
edenî M

ünasebetleri T
arihinden,

” Y
eni T

ürkistan, S. 
2-3

（1927

）, s. 25-26.

（
78
）　V

elidi, a.g.m
., s. 27. 

こ
の
直
前
に
ト
ガ
ン
は
﹇vk. 82a, 2

﹈

を
「
カ
ザ
ン
・
ハ
ン
の
玉
座
の
た
め
にH˘ ān-ı K

4azān tah˘ tı 
üçün

」
と
読
み
、
ハ
ン
位
を
追
わ
れ
て
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア

ミ
ー
ン
の
復
辟
と
シ
ャ
イ
バ
ク
に
よ
る
領
土
的
関
心
を
結
び
付
け

る
が
、
校
訂
版
の
よ
う
に
「
双
星
の
合
す
る
ハ
ンH˘ ān-ı k

4ırān

」、

即
ち
テ
ィ
ム
ー
ル
を
指
す
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

K
arasoy, a.g.e., s. 164, 505.

（
79
）　N

uri Ö
zcan, 

“Gulâm
 Şâdî,

” DI

・A, c. 14, s. 186-187.

（
80
）　

間
野
、
前
掲
書
、
一
六
八-

一
六
九
頁
。

（
81
）　T

ogan, a.g.e., s. 467.

（
82
）　V
elidi, a.g.m

., s. 28.

（
83
）　V

elidi, a.g.m
., aynı yerde.

（
84
）　A

hm
et-Zeki V

alîdî, 

“Tem
ür Bekʼin I ・slâm

iyete Bakışı,

” 
A

tsız M
ecm

ua, S. 13

（1932

）, s. 9-10.

（
85
）　V

elidi, a.g.m
., s. 29-30.

（
86
）　

ト
ガ
ン
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
衰
退
の
原
因
を
、
海
上
交
易
や
鉄
道

網
の
発
達
に
よ
り
ト
ル
キ
ス
タ
ン
が
中
継
交
易
地
と
し
て
の
地
位

を
失
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。Soklıkayo ğlu 

﹇T
ogan

﹈, 

“Türkistan M
eselesi,

” Yeni T
ürkistan, S. 1

（1927

）, s. 2-3; 
S. 7, s. 3; T

ogan, a.g.e., s. 67. 

近
年
で
は
こ
う
し
た
変
化
は
衰

退
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
と
の
交
易
の
増
大
と
い
う
質
的
変
容
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
小
松
、
前
掲
書
、
二
七-

三
〇
頁
。

（
87
）　

ト
ガ
ン
は
タ
タ
ー
ル
中
継
交
易
資
本
と
「
独
立
タ
タ
ー
ル
文

明
」
の
結
び
つ
き
を
一
九
世
紀
末
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
起
源

は
一
八
世
紀
半
ば
に
オ
レ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
に
建
設
さ
れ
た
商
業
都

市
カ
ル
ガ
ル
を
拠
点
に
し
た
タ
タ
ー
ル
人
商
人
層
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
濱
本
真
実
『「
聖
な
る
ロ
シ
ア
」
の
イ
ス
ラ
ー
ム
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
、
二
〇
二-

二
二
三
頁
。

（
88
）　

こ
う
し
た
ト
ガ
ン
の
見
解
は
正
し
い
と
は
言
い
難
い
。
一
八
世

紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
タ
タ
ー
ル
人
の
ト
ル
キ
ス

タ
ン
へ
の
進
出
と
経
済
・
文
化
面
で
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
リ

ナ
ッ
ト
・
シ
ガ
ブ
デ
ィ
ノ
フ
、
髙
橋
巖
根
（
訳
・
解
説
）「
中
央
ア

ジ
ア
の
タ
タ
ー
ル
人 

第
１
章
」『
流
通
経
済
大
学
社
会
学
部
論

叢
』
二
二
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）、
一
九
四-

二
〇
五
頁
。

（
89
）　V

elidi, a.g.m
., s. 30. 

こ
の
論
文
で
ト
ガ
ン
は
、
ク
リ
ミ
ア
・



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

二
〇
八
（
二
〇
八
）　

タ
タ
ー
ル
人
イ
ス
マ
イ
ル
・
ガ
ス
プ
リ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
五
一-

一
九
一
四
）
の
新
方
式
運
動
を
評
価
し
て
い
な
い
。
こ
の
運
動
の

目
的
の
一
つ
は
オ
ス
マ
ン
語
に
近
い
共
通
ト
ル
コ
語
の
創
出
で

あ
っ
た
が
、
ト
ガ
ン
は
ク
リ
ミ
ア
の
凋
落
に
よ
り
媒
介
を
失
っ
た

西
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
）
語
・
文
明
の
「
無
理
や
り
な
継
続
」
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